
　
　
　
　
　

   

【
10
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、１
３
４
人　
（　
　
　

 

11
）

　
　
　

男　

３
、３
７
２
人　
（　
　
　

 

１
）

　
　
　

女　

３
、７
６
２
人　
（　
　
　

 

10
）

●
世
帯
数　

３
、８
４
９
世
帯（　
　
　

 

５
）

　

岡
田
梨り

紗さ

子こ

ち
ゃ
ん 

女（
雅
）湯
の
島
３

　

辻　
　

藍あ
い

斗と

ち
ゃ
ん 

男（
隆
二
）屈
斜
路
原
野

　

髙
橋　
　

紡
つ
む
ぐち

ゃ
ん 

男（
和
輝
）泉
１

　　

小
川　

武
司
さ
ん（
70
歳
）泉
１

　

丸
田
コ
フ
ミ
さ
ん（
96
歳
）高
栄
２

　

石
原　

宏
己
さ
ん（
74
歳
）高
栄
２

▼
本
紙
の
中
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

弟
子
屈
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
ま
し
ゅ

う
ラ
ン
ド
」
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。開
始

よ
り
少
し
早
め
に
到
着
し
た
の
で
、
子

ど
も
た
ち
の
準
備
の
様
子
を
見
て
い
ま

し
た
。児
童
た
ち
は
、
少
し
で
も
園
児
た

ち
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
準
備

に
も
熱
が
入
り
、
言
い
合
い
に
な
る
こ

と
も
。児
童
た
ち
の
本
気
度
が
伝
わ
っ

て
く
る
一
コ
マ
で
し
た
。（
鶴
田
）

▼
本
町
で
毎
年
合
宿
を
行
っ
て
い
る
東

京
国
際
大
学
が
箱
根
駅
伝
に
出
場
し
ま

す
。予
選
会
総
合
１
位
で
出
場
を
決
め

ま
し
た
。大
志
田
監
督
は
、
中
央
大
学
監

督
時
代
か
ら
本
町
合
宿
、
陸
上
教
室
を

通
し
て
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
行
っ
て

い
ま
す
。年
明
け
１
月
２
・３
日
は
、東
京

国
際
大
学
を
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま
し
ょ

う
。元
旦
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
に
は
、

今
年
初
め
て
来
町
し
た
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
も
出
場
し
ま
す
。（
三
上
）

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編
集
後
記

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
番　

和
惠　

様（
中
央
１
丁
目
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
夫（
好
三
）が
生
前
町
に
お
世
話
に

な
っ
た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
て
ほ
し
い
。

❑
田
中　

博　

様（
旭
川
市
）

　

▼ 

図
書
「
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
声
が
き
こ

え
る
。」　

８
冊

　

 

町
内
の
小
中
学
生
で
環
境
教
育
に
活

用
し
て
ほ
し
い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

１
千
６
３
０
件

　

▼
現
金
合
計  

４
千
１
６
０
万
６
千
円

素
晴
ら
し
い
「
ア
ウ
ト
ド
ア

素
晴
ら
し
い
「
ア
ウ
ト
ド
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
」の
活
用
を

フ
ィ
ー
ル
ド
」の
活
用
を

協力隊通信
青木 崇さん

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
青
木
崇
で

す
。エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
支
援
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
員
と
し
て
任
務
を
始
め
て

１
年
３
カ
月
余
り
が
た
ち
、
弟
子
屈

の
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
日
々

実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

回
は
私
の
趣
味
で
あ
る
カ
ヌ
ー
や

キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
の
聖
地
と
呼
ば
れ

て
い
る
釧
路
川
。屈
斜
路
湖
の
源
流

か
ら
釧
路
湿
原
ま
で
約
１
０
０
キ
ロ

を
下
る
こ
と
が
可
能
で
、
カ
ヌ
ー
を

す
る
人
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
地
で
あ

り
、
自
然
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
本
当
に

贅
沢
な
空
間
で
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
カ
ヌ
ー
に
寝
袋
と

テ
ン
ト
を
積
み
込
ん
で
、
屈
斜
路
湖

か
ら
釧
路
湿
原
ま
で
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ

ン
グ
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、

北
海
道
の
広
大
な
大
地
を
、
カ
ヌ
ー

で
下
る
時
間
は
、
悠
久
の
時
が
そ
こ

に
流
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚
を

受
け
ま
し
た
。道
東
の
地
に
憧
れ
て

弟
子
屈
へ
来
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
は

北
海
道
の
原
風
景
が
残
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

北
海
道
と
言
え
ば
キ
ャ
ン
プ
も
盛

ん
で
す
ね
。町
内
に
は
４
つ
の
キ
ャ

ン
プ
場
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
私

の
お
気
に
入
り
は
和
琴
湖
畔
キ
ャ
ン

プ
場
で
す
。一
人
旅
の
チ
ャ
リ
ダ
ー
、

ラ
イ
ダ
ー
か
ら
家
族
連
れ
ま
で
、
幅

広
い
層
が
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
眼
前
に
拡
が
る
屈
斜
路
湖
で
の

カ
ヌ
ー
、
和
琴
半
島
探
勝
路
で
の
散

策
、
そ
し
て
露
天
風
呂
で
は
ゆ
っ
く

り
と
疲
れ
を
癒
せ
ま
す
。設
備
は
最

低
限
で
す
が
清
潔
に
保
た
れ
て
お

り
、
管
理
人
さ
ん
の
キ
ャ
ン
プ
場
に

対
す
る
想
い
が
実
感
で
き
て
、
心
地

よ
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
津
々

浦
々
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
滞
在
し
た
経

験
が
あ
り
ま
す
が
、
和
琴
湖
畔
は
お

気
に
入
り
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
一
つ
で

す
。釧
路
川
、
キ
ャ
ン
プ
場
以
外
に
も

多
く
の
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
が

存
在
す
る
弟
子
屈
町
。こ
の
素
晴
ら

し
い
環
境
を
観
光
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
弟
子
屈
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
生

か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
親
し

み
や
す
い
町
に
な
る
の
で
は
と
漠
然

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

冬
の
様
相
が
深
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
可
能

な
限
り
野
外

へ
出
て
、
北

海
道
の
自
然

を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て

い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

第 51 号
地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

※ お誕生、お悔やみは、10/1～10/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、
掲載を希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた
方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

日々の活動
発信中！

は

じ
め
ました

！

は

じ
め
ました

！

毎月１回発行
発行／弟子屈町
編集／まちづくり政策課
☎ 482-2913　fax482-2696　

〒 088-3292　弟子屈町中央２丁目３－１

12
December

弟子屈町表彰式・・・・・・・・・
 12月は町税等完納強調月間です・・
てしかがまちづくり人財バンク・・
冬休み楽しく過ごすためのしおり・・
第51号協力隊通信・・・・・・・・

今月のクリップ

2019

No.784

　11 月 19日に弟子屈小学校で行
われたましゅうランドでの一コ
マ。「じしゃくでフィッシング」ゲー
ム挑戦！盛り上がっていました。

今月の表紙

お気に入りの和琴湖畔キャンプ場

弟子屈町の今を伝える

町公式動画ムーブ弟子屈

YouTube で公開中！！

ＱＲコード読み取るとすぐに見られます！

町
政
評
価

「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

(

８
〜
12
ペ
ー
ジ
）

特
集
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　町の発展と町民の皆さんの幸せのために、長年にわたりご尽力をいただいた方々の功績をたたえる、

令和元年度弟子屈町表彰式が10月26日、町社会老人福祉センターで開催されました。

　この表彰は、町の行政・経済・産業・文化などの各分野にわたって、町の振興と発展に寄与された方々に

表彰状・記念品などを贈呈し、その功績をたたえるもので、

今年で36回目。これまでに２千３０５人と１６団体が受賞しています。

　今年度は、善行表彰を２人、在住功労を８３人が受賞。

式では、德永町長から一人一人に表彰状が手渡されました。受賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

在住功労

現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長年にわたり福祉向上や産業の振興に努めら

れたとともに、地域発展のために貢献した方（50音順）

 長年の功績に感謝善行表彰 町民の模範となる善行のあった方および公益のため多額な私財を寄附した方

◆
猪　

狩　

ア
キ
子

◆
石　

川　

の
り
子

◆
伊　

藤　

春　

男

◆
岩　

見　

奬　

子

◆
上　

田　

喜
美
子

◆
牛　

渡　

圭　

子

◆
江　

上　

ヨ
オ
子

◆
大　

浦　

孝　

一

◆
大　

友　

泰　

雄

◆
小
笠
原　

愛　

子

◆
小　

川　
　
　

勲

◆
小　

澤　

良　

美

◆
小
野
寺　

信　

吾

◆
角　

藤　
　
　

敏

◆
柏　

倉　

征　

子

◆
加　

藤　

ミ
ツ
子

◆
加　

藤　

三
代
子

◆
加　

納　

公　

三

◆
鎌　

田　

幸　

子

◆
鎌　

田　
　
　

豊

◆
岸　

里　

秀　

男

◆
岸　

里　

美
智
子

◆
國　

岡　

　

隆

◆
國　

安　

リ
ヨ
子

◆
久　

保　

日
出
雄

◆
桑　

嶋　

孝　

夫

◆
小　

崎　

和　

男

◆
佐
々
木　

栄　

子

◆
笹　

島　

久　

美

◆
佐　

藤　

ヒ　

サ

◆
佐　

藤　

弘　

子

◆
佐　

藤　

洋　

子

◆
更　

科　

満　

征

北海化学防水 株式会社

代表取締役　栂　野　卓　也

　観光や福祉に役立ててほしいとして、車椅子15台（見積額825,000円）を寄付された。

（2015(平成27)年３月27日受納）

　現金1,000,000円をまちづくりに役立ててほしいとして寄附された。

（2018(平成30)年５月28日受納）

　町で利用してほしいとして、軽トラック１台（見積額1,291,169円）を寄付された。

（2019(令和元)年６月20日受納）

　計3,116,169円相当を寄附された。

德永町長から表彰状を贈呈

受賞者の皆さん

辻谷建設 株式会社

代表取締役　辻　谷　智　之

　長年にわたり無償で町営施設の補修や河川（排水路）の立木伐採、草刈りなど（概算作業見積

額4,100,000円）を行い、環境美化活動に貢献された。

◆
淨　

土　
　
　

司

◆
白　

山　
　
　

勲

◆
須　

崎　

キ
ヨ
子

◆
須　

藤　
　
　

幹

◆
千　

代　

陽　

子

◆
髙　

木　

継　

男

◆
髙　

砂　
　
　

勇

◆
高　

野　

喜
栄
子

◆
高　

橋　

忠　

雄

◆
舘　
　
　

克　

二

◆
　
　
　

清　

作

◆
田　

中　

ミ
エ
子

◆
千　

　

節　

子

◆
築　

地　

美
枝
子

◆
辻　

谷　

直　

利

◆
筒　

井　

庄　

一

◆
徳　

永　

　

子

◆
飛　

谷　

京　

子

◆
飛　

谷　
　
　

隆

◆
冨　

田　

征　

子

◆
冨　

田　

孝　

子

◆
中　

村　

ウ
メ
子

◆
中　

村　

和　

子

◆
西　

尾　

一　

義

◆
野　

上　

美
千


受賞者代表からのあいさつ

◆
野　

田　

洋　

子

◆
橋　

本　

清　

治

◆
支　

倉　

慶　

子

◆
林　
　
　

美
惠
子

◆
半　

澤　

瑳
己
子

◆
藤　

田　

重　

子

◆
星　

川　

道　

代

◆
細　

貝　

浩
三
郎

◆
前　

田　

一　

枝

◆
松　

岡　
　
　

悟

◆
松　

橋　

米　

子

◆
松　

谷　

友　

子

◆
三　

浦　

京　

子

◆
美　

濃　

熙　

子

◆
宗　

像　
　
　

一

◆
村　

田　
　
　

隆

◆
本　

山　
　
　

勝

◆
矢　

澤　

厚　

子

◆
矢　

野　

昭　

子

◆
山　

岸　

良　

平

◆
山　

下　

博　

之

◆
横　

田　

美
代
子

◆
吉　

井　

い　

と

◆
渡　

邊　

ケ
イ
子

◆
故

鴨
志
田 

松　

江
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町
税
や
保
険
料
・
水
道
料
・
住
宅
使
用
料
な
ど
の
各
種
使
用
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

町
税
や
保
険
料
・
水
道
料
・
住
宅
使
用
料
な
ど
の
各
種
使
用
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

12月は

　生活に身近な福祉や教育、道路整備などの行政サービスは、皆さんの納めた税金が

支えています。町税の滞納は、町の財政を圧迫し、行政サービスに支障をきたすこと

にもなります。

　町では、税負担の公平性および税収入を確保するため、12月を「町税等完納強調月

間」と定め、徴収強化に取り組みます

　やむを得ない事情により一時的に納付が困難な方や、まとめて納付ができない方に

は計画的な納付ができるよう相談も受け付けています。滞納を放置することはしない

でください。

　納期限までに納付していない方に

は、督促状や催告書の送付などで、自

主的な納付を促します。それでも理由

なく滞納する方には、財産調査を実施

したうえで、差し押さえなどの滞納処

分を実施しています。

　その結果、過去５年間で町税の収納

率は13.6％向上しました。今後もさら

に収納率の向上を目指し、滞納処分を

重点的に実施します。

広報てしかが 2019.12　4

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）

町税収納率の推移
（%）

（年度）

82.6

96.2

85.6

90.4

94.2

80

90

100

H30H29H28H27H26

❑路上駐車は除雪の障害
　除雪作業で最も障害になるのが、路上での駐車です。路
上に放置された車のために、除雪車が通れなかったり、除
雪作業ができなかったりすることがあります。

❑歩道などに物を置かない
　歩道や路肩に、陳列品や旗立て用のコンクリート、木材
などを置いておくと、吹きだまりの原因になったり、除雪
の障害にもなったりします。あらかじめ、道路から離れた
場所に移動させてください。

❑除雪車には気をつけて
　除雪車の運転技術者は、安全第一で細心の注意を払って
いますが、作業稼動時は大変危険です。
　特に子どもの行動には目を配り、除雪車に近づけないよ
うにしてください。

❑玄関前の雪は皆さんで
　除雪車が通った後に残される、玄関前などの雪の山。後
始末を考えると、誰もが憂うつになってしまいます。
　除雪車の機能や、広い地域を迅速に回らなければならな
い作業の性格から、どうしても雪を残してしまいます。
　大変ご苦労をおかけしますが、各家庭や事業所で除雪し
てください。

❑道路に雪を捨てないで
　除雪したばかりの道路に雪を捨てるといった光景を、毎年
多く見かけます。この雪が凹凸を作り、交通事故を誘発する
原因にもなりかねません。道路に雪を捨てないでください。

❑消防水利に雪を捨てないで
　「消防水利」と明示されたポールがある場所は、災害など緊
急時の通り道になりますので、雪を捨てないでください。

町道除雪についての問い合わせ先／役場建設課☎４８２‐２９４１（課直通）
国道除雪についての問い合わせ先／釧路開発建設部弟子屈道路事務所☎４８２‐２３２７
道道除雪についての問い合わせ先／釧路建設管理部弟子屈出張所☎４８２‐２１４７

　これから降雪シーズンを迎え、今年もまた厳しい冬に突入です。
　町では、皆さんの生活や生産活動を支えるために除雪作業を行いますが、皆さんのご協力を得て除雪作業を
スムーズに進めることが、経費抑制の上でも必要不可欠となってきますので、ご理解とご協力をお願いします。

　除雪作業の出動は、降雪量がおおむね10㎝以上、または地吹雪、吹きだまり
で交通に支障があると判断されたときに、主要幹線および通学路、集乳路線を
優先的に行います。
　「吹雪、暴風雪警報発令中、および夜間」の除雪は、原則として行いません。

除雪作業にご理解とご協力を
お願いします

屋根の雪下ろし費用を補助します
高齢者 ・ 障がい者世帯などの皆さんへ

　弟子屈町社会福祉協議会では、お住まいの家屋の屋根の雪下ろしが困難な高齢者の方などの世帯を対象に、雪下ろ
しを登録事業者へ委託した場合の費用の一部を補助します。

▼対象世帯
　高齢者世帯／おおむね70歳以上の方のみで構成されている世帯（年齢は2019年４月１日現在の年齢とします）
　障がいのある方のみの世帯／身体障害者手帳１級、２級、３級（肢体不自由）の世帯
　その他／その他、町社会福祉協議会が上記に準ずると認めた世帯
　※ 雪下ろし費用の補助の対象となるのは、落雪などにより明らかに自己または近隣住宅などの損壊の恐れがある
場合や、同じく通行者へ被害が及ぶ恐れがある場合に限られますので、ご注意ください。

▼対象経費／屋根の雪下ろしにかかる費用

▼補助額／かかった費用の２分の１の額で１回あたり１万円を上限

▼補助回数／年度内３回まで（令和２年３月31日まで）

▼対象となる事業者／町社会福祉協議会に登録された事業者

▼手続き方法
　①雪下ろしが必要になった時点で、町社会福祉協議会へ交付申請書を提出します。
　②申請書に基づき町社会福祉協議会で審査後、補助の可否を決定し、申請者へ連絡します。
　③申請者の方は決定の連絡を受けた後、町社会福祉協議会に登録された事業者へ作業を依頼してください。
　④ 雪下ろし完了後、速やかに実績報告書（作業前後の写真、支払った領収書の写し添付）を町社会福祉協議会へ提出
してください。審査の上、決定者の方へ補助金を交付します。

❏申し込み・問い合わせ先／弟子屈町社会福祉協議会☎４８２‐１０５４（土・日曜日、祝日を除く）

　消費税と地方消費税の税率が、10月１日から10％となっています。
　期限内納付のために
　❑課税事業者の方は、計画的な納税資金のご準備をお願いします。
　❑ 「ダイレクト納付」「振替納税（個人事業者の方）」「クレジットカード納付」など
の便利な納付手段をぜひご活用ください。

　　詳しくは、国税庁のホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

消費税・地方消費税の納税は期限内に

　法律によって、税金はすべての債務（借金を含む）に優先すると定められています。

このため、借金や住宅ローンよりも税金が優先されます。

　税金は、納期限内に納付することが原則です。地方税法には「督促状を発した日か

ら起算して10日を経過した日までに完納しないときに差し押さえをしなければなら

ない」と明記されています。

　町では、督促後、催告書を送付したうえで差し押さえを行っています。それまでに

納付または納税相談を必ず行ってください。

　税金を滞納すると、法律に基づき財産すべてに対する調査権が発生するため、勤務

先への給与調査や銀行への預金調査を行います。この場合の財産調査は個人情報保

護法には一切抵触しません。
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えこまち通信

「心を育てるおうちごはん」佐々木十美さん講習会を開催
食・文化部会

　てしかがえこまち推進協議会食・文化部会（木名瀬佐奈枝部会長）主催の「佐々木十美さん講習会～心を育てるおう
ちごはん～」を10月12日、川湯ふるさと館で開催しました。
　講師は置戸町食のアドバイザー、佐々木十美さん。管理栄養士として長年、置戸町の給食作りを担当されていた
佐々木さんは、添加物を使わない、旬のもの・地のものを使った食事作りの大切さ
を、全国で講演されています。弟子屈での講習は、一昨年の「カレー作り」、昨年の
「おにぎり作り」に続いて３回目。今回は家庭でも作りやすいドライカレーの作り
方を学びました。細かく刻んだ野菜と摩周ポークを使ったドライカレーは、スパ
イスを使った本格的な味。ご飯のほか、うどんやパンなどともよく合い、参加した
皆さんから「家でも早速作ってみたい」などの声が多く聞かれました。また、講習
の中で参加者の関心が高かった、調味料について学ぶミニ講座も開催。醤油やみ
りん、塩などさまざまな調味料について、実際に味わいながら学びました。

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

佐々木さんのお話に聴き入る皆さん

こども星空観察会を開催
人財育成部会

　てしかがえこまち推進協議会人財育成部会（萩原寛暢部会長）は、町内の小中高生を対象にした「こども星空観察
会」を10月22日、摩周湖第一展望台で開催。町内の小中学生20人が参加しました。
　摩周湖第一展望台は、周囲に遮るものや街灯がないため、観光客向けの星空観察ガイドツアーの開催場所としても
利用されている星空スポットです。
　この日星空ガイドを務めた「㈱ナショナルパークツーリズムてしかが（中嶋康雄代表取締役社長）」の山中拓也さん
の解説を聞きながら、バスで展望台に向かいましたが、残念ながら曇り空で星はほとんど見えませんでした。それで
も暗闇の向こうに浮かび上がる摩周湖の姿や、時間が経つと急に霧
に覆われて視界が真っ白になっていく様子に、子どもたちは歓声を
あげていました。夜の摩周湖に出かけるという普段できない貴重な
体験になったのではないでしょうか。
　行事として星空観察をするうえで日程は決めざるを得ないので、
こうして天候に恵まれないこともありますが、町内は星空観察に適
した場所がたくさんありますので、この行事をきっかけに、日常か
ら夜空を見上げてもらえるよう願っています。 貴重な体験を通して星空の魅力を再発見

　「てしかがの今とこれから」と題し、令和元年度 てしかが観光塾が11月８～
10日の３日間、川湯ふるさと館で行われました。
　同塾は、てしかがえこまち推進協議会が主催するセミナー。「観光を担う人材
を育成する」ことを目的に毎年本町で開催されており、今年で12回目。道内のみ
ならず、東京、和歌山など全国各地からおよそ35人の塾生が参加しました。
　講師には、国土交通省認定観光カリスマで本町のまちづくりアドバイザーも
務める山田桂一郎さんをはじめ、国内外で地域振興や人口成熟問題などに関し
精力的に活動している㈱日本総合研究所 調査部 主席研究員の藻谷浩介さん、

阿寒湖温泉地区で人気ホテルを経営する鶴雅ホールディングス代表取締役 大西雅之さんなど、豪華な講師陣を迎
え、基調講演や講座を実施。集まった塾生と、当日聴講に来られた町民の皆さんも熱心に耳を傾けていました。
　また、１日目の夜には、聴講だけではなく、意見交流の場として名湯の森きたふろうを会場に、参加者交流会を
開催。町内の飲食店が地元の食材を使った料理を提供し、参加者は食事を楽しみながら交流を深めました。２日目
には「川湯温泉街を歩こう 見て・聞いて考える」と題してフィールドワークを開催。川湯温泉街の今を見て温泉街
の復興について考えました。３日目には、グループ毎に意見を交換。ワールドカフェ形式の自由な会話を通し、参加
者同士３日間の「気づき」や「発見」を共有しました。

講演する山田桂一郎さん

あなたの輝きを生かしてください！

新規登録者募集中！

てしかがまちづくり人財バンク

地域の方の趣味の活動やまちづくり活動の役に立ちたい　活動のお手伝いをしたい

　町では「てしかがまちづくり人財バンク」を行っています。

　皆さんがお持ちの経験や知識、技術などを地域活動やまちづくり活動に生かし

たいという個人やグループの登録を受け付け、力を必要としている地域の皆さん

とつなぐ制度です。この制度により、人財のネットワーク化や相互交流を進め、ま

ちづくりの担い手育成と活用を図っていきます。

　さまざまな力をお持ちの方が多い弟子屈町。あなたの登録をお待ちしています。

問い合わせ先／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）

人財
（個人・団体）
※20歳以上の方⇒ ⇔

依頼する方

⇒⇔

⇔

登録 調整
打ち合わせ

連絡・打ち合わせ

照会
依頼

活動
報告

てしかがまちづくり人財バンク
　　　 役場教育委員会社会教育課で仲介します！

情報は町公式ウェブサイトで公開
https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/

kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/jinzaibank/index.html

料理や
お菓子
作りに
自信

楽器の
演奏は
任せて

手先を
使う
ことが
得意

体を
動かす
ことが
好き

子ども
たちと
一緒に
活動

パソコン
手ほどき
します

●

●

●
例
え
ば
こ
ん
な
方
…
●
●
●

※本町にとって人は「財産」であるため「人の財産」という意味を込めて、人材ではなく「人財」としています。

▼  人財バンクへの登録を希望される方／申請用紙に必要事項を記入し、教育委員会社会教育課に提出してください。

申請用紙は教育委員会社会教育課にあるほか、町公式ウェブサイトからダウンロードすることもできます。
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第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

「町民アンケート」
　

町
で
は
「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
行
政
評
価
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
指
標
と
す
る
た
め
に
、

毎
年
度
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
５
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
て
行
わ
れ
た
「
行
政
評
価
」の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的
／ 

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合
計
画

の
達
成
度
を
測
る
指
標
の
現
状
を
調

査
す
る

対
象
／ 
 20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

期
間
／ 

５
月
28
日
発
送
、
回
答
期
限
を
６
月

11
日
に
設
定

回
答
率
／
30
･
４
％

実

施

内

容

評

価

方

法

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
設
問（
問
８
、
問
16
）に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
大
変
満
足

「
５
」、
満
足
「
４
」、
ふ
つ
う「
３
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い「
２
」、
満
足
で
な
い「
１
」の
い

ず
れ
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　

大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足
「
75
点
」、
ふ

つ
う
「
50
点
」、
あ
ま
り
満
足
で
な
い「
25
点
」、

満
足
で
な
い「
０
点
」と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意
見
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
１
７
０
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

○ 

道
の
駅
の
ま
わ
り
の
花
な
ど
は
き
れ
い
で

す
が
、市
街
地
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
所
も
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

（
８
） 

地
域
の
特
産
品
、
お
土
産
な
ど

の
開
発

41

43

-2

41

40

40

42

-2

33

31

23

24

36

36

41

41

０

（
14
） 

地
元
農
産
物
の
販
売
環
境

（
13
） 

既
存
企
業
の
育
成
・
振
興

（
12
）
若
者
が
働
け
る
職
場
づ
く
り

（
11
） 

通
年
雇
用
型
の
企
業
の
誘
致

（
10
） 

地
場
性
の
高
い
新
作
物
や
加
工

品
の
研
究
開
発

（
９
） 

地
場
資
源
な
ど
の
活
用
に
よ
る

企
業
の
支
援

32

30

29

29

38

38

0

30

27

49

45

+4

29

28

+1

（
20
） 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
魅
力
あ

る
宿
泊
施
設
づ
く
り

（
19
） 

カ
ヌ
ー
や
釣
り
、
農
業
体
験
な

ど
の
体
験
型
観
光
の
推
進

（
18
） 

温
泉
保
養
や
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し

た
宿
泊
や
滞
在
型
観
光
の
推
進

（
17
） 

町
民
と
連
携
し
た
地
産
地
消
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
推
進

（
16
） 

買
い
物
に
来
や
す
い
商
店
街
の

環
境
づ
く
り

（
15
） 

地
域
密
着
型
の
安
心
で
き
る
商

店
の
育
成

（
21
） 

検（
健
）診
な
ど
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

56

54

37

37

０

46

47

-1

（
23
）
医
療
費
助
成
の
充
実

（
22
） 

医
療
施
設
の
診
療
科
目
な
ど

医
療
の
充
実

（
１
） 

摩
周
湖
、
屈
斜
路
湖
、
釧
路

川
な
ど
の
自
然
環
境
保
護

60

58

+2

41

41

54

52

+2

46

46

０

48

47

+1

61

59

+2

48

47

（
７
） 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
C
O
2
を
削

減
す
る
環
境
保
全
の
推
進
と
啓
蒙

（
６
） 
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

（
５
） 

省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
推
進

（
４
） 

自
然
開
発
に
お
け
る
ル
ー
ル

づ
く
り
の
推
進

（
３
） 

緑
化
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
の
推
進

（
２
） 

自
然
環
境
と
調
和
す
る
町
並

み
景
観
の
整
備 設

問

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）
点
差

産
業
活
性
化

暮 環
境

０+1

+1+2-1０+20+3

+2

ら
し

51374842425445

3235353229314331

47

46

+1

（
26
） 

自
立
支
援
や
在
宅
援
護
な
ど
障

が
い
者（
児
）福
祉
制
度
の
充
実

48

48

０

50

50

（
25
） 

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り

（
24
） 

福
祉
施
設
の
整
備
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

０

47284045 4244

○ 

空
き
家
や
廃
屋
が
多
く
、
子
ど
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
な
い
。

○ 

病
院
の
診
療
科
目
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

○ 

運
転
免
許
証
を
返
還
し
て
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

○ 

車
が
な
い
と
買
い
物
が
た
い
へ
ん
。

○ 

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
子
育
て
す
る
に

は
す
ば
ら
し
い
環
境
で
す
。

設
問

点
差
策
定
時（
点
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

回

答

結

果

問
８　

 

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や
ま

ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ
い
て

の
満
足
度
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

問
16　

 

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
自

由
記
載
）

※ 

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問

　
（
問
８
、
問
16
）
の
回
答
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

43

42

（
28
） 

母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

+1

45

43

42

+1

（
27
） 

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
の
保
健
医
療
の
充
実

36

水 と 森 と 人 が 共 に 輝 き、 活 力 あ ふ れ る 自 立 し た ま ち

第５次弟子屈町総合計画

行政評価

結 果

2823

健康で安心して子育てできる環境整備を
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45

46

-1

50

47

+3

36

38

55

56

55

55

０

（
39
） 

学
校
施
設
の
整
備

（
38
） 

消
防
救
急
・
防
災
防
犯
体
制
と

関
連
施
設
や
設
備
な
ど
の
整
備

（
37
） 

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
病
院
へ

の
通
院
な
ど
の
移
動
の
利
便
性

（
36
） 

住
宅
周
辺
や
幹
線
道
路
の
除

雪
や
排
雪

（
35
） 

安
全
な
通
行
と
輸
送
な
ど
の

た
め
の
道
路
整
備

（
40
） 

教
育
教
材
や
保
護
者
の
負
担

軽
減
な
ど
の
教
育
環
境

52

51

+1

51

49

51

50

+1

47

46

44

44

０

43

40

43

42

+1

（
46
） 

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し

め
る
施
設
や
機
能
の
整
備

（
45
） 
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
や
施

設
の
整
備

（
44
） 

芸
術
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
の
整
備

（
43
） 

図
書
館
や
資
料
館
な
ど
の
施

設
や
機
能
の
充
実

（
42
）
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

（
41
） 

幼
児
教
育
や
機
能
の
整
備

（
47
） 

人
材
育
成
の
推
進

41

40

+1

43

43

43

44

44

44

０

44

44

０

49

49

０

（
52
） 

姉
妹
都
市
交
流
や
他
市
町
村
・

国
際
交
流
機
会
な
ど
の
充
実

（
51
） 

他
地
域
へ
誇
る
郷
土
愛
を
育

む
学
習
や
町
の
魅
力
を
高
め

る
活
動
参
加
機
会
の
充
実

（
50
） 

町
民
同
士
や
団
体
同
士
の
連

携
や
協
力

（
49
） 

団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
リ
ー
ダ
ー

の
育
成

（
48
） 

弟
子
屈
町
の
こ
と
を
学
ぶ
機

会
の
充
実

（
53
） 

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
推
進

44

45

44

45

43

42

+1

55

54

+1

47

46

+1

47

45

44

45

（
59
） 

施
策
の
考
え
方
の
公
表（
施
策

の
説
明
責
任
）

（
58
） 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
迅
速

化

（
57
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
地
域
情
報
基
盤
の
整
備

（
56
） 

広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

聴
の
充
実

（
55
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

（
54
） 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
の

整
備

44

41

（
60
） 

財
政
の
健
全
化

○ 

学
校
や
児
童
館
な
ど
の
安
全
確
保
を
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
。

○ 

子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る
公
園
な
ど
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い 

で
す
。

設
問

点
差

設
問

点
差

設
問

点
差

○ 

職
員
の
意
識
改
革
を
望
む
。
も
っ

と
町
民
目
線
に
立
っ
て
ほ
し
い
。

○ 

大
き
な
都
市
と
違
い
、
近
所
の
方

と
繋
が
り
が
で
き
て
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
す
。

○ 

将
来
を
担
う
小
中
高
校
生
な
ど
の

意
見
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
。

○ 

財
政
の
健
全
化
が
急
務
。
事
業
を

見
直
し
て
で
も
行
う
べ
き
。

○ 

観
光
も
必
要
で
す
が
、
住
ん
で
い

る
人
た
ち
を
優
先
に
考
え
て
ほ
し

い
で
す
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

教
育

人
材

行
政

+2+1+3

０

+2+3

○ 

私
一
人
で
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
町
全
体
が
ひ

と
つ
に
な
れ
ば
何
か
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

○ 

国
や
時
代
の
流
れ
を
い
ち
早
く
情
報
収
集
で

き
る
人
材
を
育
成
し
て
ほ
し
い
。

 

○ 

サ
イ
レ
ン
（
チ
ャ
イ
ム
？
）
が
頻
繁
に
鳴
る
が

い
ざ
と
い
う
時
に
効
果
が
な
く
な
る
の
で
は
？
。

町
民
の
声（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

他
そ
の

48474051

46464745444343

38424248

4450435044444340

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

43

（
30
） 

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

44

45

-1

（
31
） 
町
ぐ
る
み
で
育
児
支
援
が
で
き

る
行
政
と
町
民
の
共
同
推
進

50

48

+2

33

32

（
33
） 

観
光
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い

街
並
み
景
観
の
整
備

（
32
） 

下
水
道
の
整
備

+1

49

39

37

（
34
） 

公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

散
策
路
の
整
備

+2

42

50

48

（
29
） 

保
育
所
な
ど
地
域
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

+2

46

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

○ 

せ
っ
か
く
の
温
泉
地
。
日
帰
り
温
泉
な
ど
、

温
泉
を
利
用
し
た
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
。

○ 

娯
楽
施
設
や
遊
ぶ
場
所
が
な
い
。
有
料
で
も

い
い
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
が
ほ
し
い
。

○ 

町
内
で
ま
ち
の
特
産
品
が
買
え
る
、
食
べ
ら

れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い
。

○ 

若
者
の
働
く
場
所
が
増
え
る
と
い
い
。

○
若
者
同
士
で
交
流
で
き
る
場
が
必
要
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

45

-2

だれもが安心して教育を受けられる環境づくりを

町の情報分かりやすく発信

新たな市街地を町民の皆さんと検討
（中心市街地再構築全体構想町民会議）

郷土を学び誇れるまちに

-2-1
-1

-1-1-1
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情
報
共
有
の
充
実

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
進
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

地
域
の
魅
力
を
高
め
る

人
材
育
成

義
務
教
育
環
境
の
充
実

快
適
な
生
活
空
間
の
形

成 高
齢
者
福
祉
の
充
実

観
光
の
振
興

産
業
間
連
携
の
推
進

施
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

農
業
へ
の
新
規
入
植
シ
ス
テ
ム

の
構
築
。
協
力
隊
へ
の
支
援

観
光
客
増
加
に
向
け
た
施
設

整
備
の
た
め
の
財
源
の
確
保

介
護
職
不
足
対
策
と
し
て
外

国
人
材
を
含
め
検
討
を

公
営
住
宅
の
在
り
方
の
検
討

を
進
め
る

将
来
的
な
へ
き
地
小
学
校
の

在
り
方
の
議
論
・
協
議
を

若
い
人
材
を
い
か
に
育
て
る

か
を
さ
ら
に
検
討

１　

 

屈
斜
路
湖
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
、
北
海
道
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
条
例
の
適
用
や
登
録
制
の
導
入
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。
自
主
ル
ー

ル
に
つ
い
て
も
運
用
は
限
界
が
見
え
て
い
る
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
地
域
と
し
て
全
面
規
制
を
含
め
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
で
は「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
目
標
年
次
で
あ
る
10
年
後
に
ま
ち
の

将
来
像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、

行
政
活
動
を
評
価
し
て
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
は
全
部
で
３
階
層
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
１
次
評
価
が
職
員
の
評
価
、
２

次
評
価
が
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

評
価
、
３
次
評
価
が
町
民
評
価
委
員
会

の
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
各
評
価
の
内
容
は
、
１
次

評
価
で
は
、
前
年
度
に
行
っ
た
事
務
事

業
と
そ
れ
を
束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２

次
評
価
で
は
、
施
策
の
方
向
性
に
関
す

る
評
価
。
３
次
評
価
で
は
、
評
価
結
果

を
受
け
た
改
善
点
に
関
す
る
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
・
３
次
評
価
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行政評価

結 果
２
次
評
価（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

に
よ
る
評
価
）の
結
果（
主
な
も
の
）

問い合わせ先／どちらも☎４８２‐２９１３（課直通）まで
町民アンケートについては、役場まちづくり政策課広報統計係
行政評価については、役場まちづくり政策課政策調整係

３
次
評
価（
町
民
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
）の
結
果

２　

 

農
業
被
害
の
拡
大
が
続

き
、
そ
の
対
策
が
急
務

で
あ
る
が
、
鳥
獣
対
策

の
担
い
手
で
あ
る
猟
友

会
の
高
齢
化
が
著
し
い
。

若
い
世
代
に
ど
う
引
き

継
い
で
い
く
か
対
策
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

３　

 

既
存
の
観
光
資
源
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
に
目
を
向
け
て
、

魅
力
の
再
発
見
を
す
る

た
め
、
町
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。
て
し
か
が
え

こ
ま
ち
推
進
協
議
会
の
役
割
は
全
国
で
も
例
が
少
な

く
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か
ら

意
見
が
聞
け
、
実
行
で
き
る
重
要
な
場
に
な
っ
て
い

る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
の
た
め
に
も
、
協
議
会

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

４　

 

弟
子
屈
高
校
の
生
徒
た
ち
が
「
弟
子
屈
の
こ
と
が
好

き
」「
ど
う
し
た
ら
弟
子
屈
が
よ
く
な
る
の
か
」
と
素

直
に
口
に
し
て
い
る
。
地
域
を
学
ぶ
効
果
が
で
て
い

る
と
感
じ
る
。
し
っ
か
り
継
続
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

公
設
塾
を
設
置
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
弟
子

屈
高
校
が
力
を
い
れ
て
い
る
と
い
う
英
語
力
の
向
上

の
た
め
、
海
外
へ
の
修
学
旅
行
な
ど
、
さ
ら
に
魅
力
向

上
の
手
段
を
考
え
る
べ
き
。

５　

 

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
も
っ
と
有
効
に
活
用

す
べ
き
。

６　

 

人
財
バ
ン
ク
な
ど
を
も
っ
と
活
用
で
き
る
よ
う
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。
行
政
や
民
間
の
枠
を
超
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
・
経
験
を
も
つ
方
と
連
携
し
、
動
け

る
人
材
、
人
が
集
ま
れ
る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。

※ 

大
き
く
６
つ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
と
在

り
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

第５次弟子屈町総合計画　行政評価結果

防災ワンポイントコーナー

　昨年９月６日の胆振東部地震により、道内全域が停電となるブラックアウトが発生しました。本町でも２日間停電
が続き、観光・農業・商業などの経済活動だけではなく、日常生活にも大きな打撃を受けました。家庭でも、照明はもと
より、すべての電化製品が使えなくなり、携帯電話のバッテリーもなくなるなど、電気のない生活の不便さを痛切に
感じたことと思います。これらの教訓から、各家庭においても、カセットガスコンロや電気を使わないポータブルス
トーブ、懐中電灯などの準備を進めていると思いますが、本格的な冬の季節を前にもう一度確認してください。
　また、非常食の準備も進めていると思いますが、知っておくと便利な「自宅での避難生活を支えるために便利なも
の」を紹介します。

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

Ｊアラートの試験放送を行います

　大地震、火山噴火および河川氾濫などの災害が発生した場合や他国から弾道ミサイルが通過した時には、これらの
情報をいち早く住民にお知らせするため、消防のスピーカーを通じて一斉放送が行われます。本年８月から３カ月ご
とに全国一斉で試験放送を行っています。試験放送の日時と放送内容、スピーカー設置箇所は以下のとおりです。試
験放送を行う日時の前には、予告放送を行います。

▼放送日時／12月４日㈬　11時　　令和２年２月19日㈬　11時の２回

▼  放送内容／上り４音チャイム音～「これはJアラートのテストです」×３回～「こちらは弟子屈町です」～下り
４音チャイム音

▼消防のスピーカー設置箇所
　 弟子屈消防署、弟子屈消防署跡地、川湯消防支署、川湯市街地、川湯敷島団地、川湯消防団川湯駅前詰所、弟子屈消防
団美留和詰所、弟子屈消防団屈斜路詰所、泉ふれあいセンター、弟子屈町社会老人福祉センター、弟子屈町商工会
館、すずらん丘会館

▼自宅での避難生活を支えるために便利なもの
レトルト食品、アルファ米、無洗米、ホットケーキミックス、缶詰（肉の大和煮、魚の味噌煮、フルーツなど）
乾物（わかめなどの海藻、高野豆腐、切り干し大根、ドライフルーツ、インスタントスープ及び味噌汁）
根野菜類（じゃが芋、サツマ芋、人参、カボチャなど）カセットガスコンロ、予備のガスボンベ
飲料水（500 ㎖・２ℓのどちらでも可）と水袋または水タンク（水の配給が来た時に必要）

低所得者・子育て世代の方へのプレミアム付商品券

▼プレミアム付商品券を購入できる方
　≪低所得者の方≫　９月下旬頃に送付している申請書を持参し役場または川湯支所で申請してください。
　　　　　　　　　　 また、対象と思われる方で、送付のなかった方、紛失された方などは、一度お問い合わせく

ださい。
　≪３歳未満のお子さんがいる子育て世帯の方≫　申請は不要です（既に「購入引換券」を発送しています）

▼プレミアム付商品券
　　どちらも対象者１人につき、20,000円で25,000円分利用できる、１冊4,000円の商品券を５冊まで購入できます。

▼購入方法・販売場所
　　町が発行する「購入引換券」、本人確認書類（運転免許証、保険証など）をお持ちください。
　　町内の郵便局（弟子屈・川湯・美留和・屈斜路）、役場福祉課、川湯支所の窓口で購入できます。
　　平日の午前９時から午後５時まで購入できます。

▼商品券購入期間／令和２年３月31日㈫まで

▼商品券使用期間／令和２年３月31日㈫まで（使用できる店舗などは、商品券購入時にお知らせします）
　※ 使用期間を過ぎた商品券は使えません。また、残った商品券を換金することもできませんのでご注意ください。

購入のお忘れはありませんか？

                      商品券について／役場福祉課地域福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）
　　　　　　    取扱店について／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）
問い合わせ先

えこまち推進協議会の推進・まちづくりアドバイザーの活用を
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町
主
催
に
よ
る
川
湯
地
区
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
学
習
会
を
10
月
16
日
、
川
湯
消
防
署

２
階
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
弟
子
屈
町
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と

は
、認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、高
齢
者

が
道
を
間
違
え
て
家
に
帰
れ
な
い
時
や
、
自

分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
時
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
す
み
や
か

に
発
見
・
保
護
し
、そ
の
後
の
生
活
を
見
守
っ

て
い
く
活
動
で
す
。こ
の
学
習
会
で
は
、活
動

を
よ
く
知
り
、
具
体
的
な
対
応
方
法
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

　

今
年
度
開
催
の
川
湯

地
区
は
、連
合
自
治
会
長

を
は
じ
め
、６
つ
の
自
治

会
長
の
は
た
ら
き
か
け

で
、26
人
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
と
し
て
、
認
知
症
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
後
半
は
実
際

に
迷
っ
て
い
そ
う
な
高
齢
者
を
見
か
け
た
時

に
ど
ん
な
対
応
が
で
き
る
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
中
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
警
察
署 

今
泉
生
活
安
全
係
長
か

ら
は
、
実
際
に
高
齢
者
を
保
護
し
た
時
の
通

報
の
方
法
や
、
ど
ん
な
時
に
警
察
に
連
絡
し

た
ら
良
い
か
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
自
治
会
や
近
親
者
が
知
っ
て

い
る
情
報
を
捜
索
に
あ
た
る
警
察
・
役
場
な

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
会
を
開
催

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
会
を
開
催

ど
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
早
期
の
発
見

に
つ
な
が
る
こ
と
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
認
識
が
変
わ
っ

た
。と
て
も
大
切
に
、必
要
性
を
感
じ
た
」「
少

し
で
も
で
き
る
事
コ
ツ
コ
ツ
と
こ
れ
か
ら
も

広
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。み
ん
な
で
…
」

「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
は
わ
か
り
や
す
く
実
際
の

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
や
す
か
っ
た
」「
町
内
会
に

担
当
者
を
つ
く
っ
て
は
？
横
の
つ
な
が
り
も

必
要
」「
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
学
習
会
を
お

願
い
し
い
ま
す
」「
認
知
症
の
方
へ
の
声
か
け

を
改
め
て
確
認
で
き
た
こ
と
、
地
域
の
方
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
行
く
の
が
良
い
の
か

･･･

声
か
け
の
方
法
で
困
っ
て
い
る
事
が
ど

ん
な
こ
と
な
の
か
分
か
り
ま
し
た
」「
非
常
に

リ
ア
ル
な
通
報
訓
練
で
参
考
に
な
り
ま
し

た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、
見
守
り
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う

考
え
ま
す
か
と
い
う
問
い
に「
と
て
も
必
要
」

と
答
え
た
人
は
81
％
に
の
ぼ
り
、支
え
合
い
・

見
守
り
合
い
の
地
域
づ
く
り
へ
の
意
識
の
高

ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
こ
れ
か
ら
各
地
域
で
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
ご
要
望
の
あ
る

自
治
会
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❏ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
係
☎
４
８
２
‐

２
９
２
１（
課
直
通
）ま
で
。

武
む

藤
とう

  月
つき

日
ひ

 ちゃん 松
まつ

岡
おか

　美
み

怜
れい

 ちゃん

後期高齢者医療制度のお知らせ
広域計画に関する意見募集について

　北海道後期高齢者医療広域連合は、道内179市町村との連携のもと、後期高齢者医療制度を運営している特別
地方公共団体です。広域連合では、広域連合と市町村が連携しながら処理する事務について定めた「広域計画」
を改正します。この第３次広域計画の改正にあたり、次のとおり広く住民の皆さんからご意見を募集します。
◆募集案件について      
　 ▼募集案件／第３次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（改正原案）
　 ▼募集期間／12月６日㈮～令和2年１月６日㈪（必着） 
◆公表する資料
　第３次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（改正原案）
　第３次北海道後期高齢者医療広域連合広域計画（改正原案）新旧対照表
◆資料及び募集要領の入手方法
　意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ(https://iryokouiki-hokkaido.jp)に掲載
するとともに次の場所で配布しています。
　北海道後期高齢者医療広域連合（札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階）
   役場健康こども課保険年金係

問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合☎０１１‐２９０‐５６０１
役場健康こども課保険年金係☎４８２‐２９３５（課直通）

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　11月12日現在「空き家バンク」で募集している空き家物件は12件（売
買12件）。今月は「登録番号54物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月は、団体登録番号６ 「弟子屈ＲＣ（テシカガレーシングク
ラブ」を紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ホームページに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/kurashi_
tetsuzuki/sumai_seikatsu/1/1658.html

▼人財バンクホームページ

　https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/jinzaibank/997.html

空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 54▼場所／鈴蘭４丁目８番31ほか

▼  建物／木造平屋建て

　　　　４ＬＤＫ

▼建築年／1975年

　　　　　（昭和50年）

▼価格／350万円

▼  氏名／弟子屈ＲＣ（テシカガレ

ーシングクラブ）

▼  分野／学術・文化・芸術・スポーツ　子どもの健全

育成

▼  ＰＲ／道具を使わず

体を鍛えることがで

きる陸上競技は、全

てのスポーツの基礎

となる「走る」「飛ぶ」

「投げる」が凝縮されています。スポーツマンシ

ップを身に着けることも大切にしています。お

気軽に体験・見学にお越しください。

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

人財バンク
団体登録番号６

弟子屈町

はじめました！

友だち募集中！

LINE アプリの「友だち追加」から、
IDまたはQRコードで検索してください。

♥

＠teshikaga

迷っていそうな方への声掛けを実践
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楽しく過ごすためのしおり
冬休み

冬休み期間

町内の小・中学校／12月25日㈬～１月15日㈬

弟子屈高校／12月24日㈫～１月16日㈭

命を大切にしよう　生活のリズムを守ろう
非行を起こさないようにしよう　事故には十分に注意しよう

▼  外出するときには、帰宅時間や行き先を保護

者に必ず伝えましょう。

▼  学校で禁止されている場所（ゲームセンターや

カラオケボックスなど）には出入りをしないよ

うにしましょう。

▼  軒下や雪山、河川や湖の立ち入り禁止区域など、

危険な場所には行かないようにしましょう。

▼  帰宅時間を守りましょう。

　（小学校・中学校・高校で異なります）

▼  小中学生のみでの外泊は禁止です。

▼  学習にも計画的に取り組み、苦手な範囲を復

習しましょう。

▼  インターネットを通じたトラブルには十分気
をつけましょう。

町民の皆さんへ
　間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始
まります。長期の休みでは、子どもが家庭や地域で過
ごす時間が多くなります。普段経験できないことに取
り組めるよい機会にもなります。町内で子どもたちを
見かける機会が多くなると思いますので、町民の皆さ
んには、見守りの輪を広げ、時には声をかけていただけ
るとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を
持っていただき、ご協力いただけますようよろしくお
願いします。
　一方、ネットトラブルなどが大きな社会問題になっ
ており、どこに住んでいても犯罪に巻き込まれる危険
性があります。各家庭におかれましては、スマートフォ
ンやゲーム機器などの使用にかかわる、家庭のルール
づくりやフィルタリングの設定などを通して、子ども
たちを守っていただければと思います。

弟子屈町生徒指導連絡協議会・町教育委員会

弟子屈小学校☎４８２‐２０４４　川湯小学校☎４８３‐２０４１　　和琴小学校☎４８４‐２０６１　

美留和小学校☎４８２‐１０９７　奥春別小学校☎４８２‐４８１９　弟子屈中学校☎４８２‐２０７１

川湯中学校　☎４８３‐２３３７　弟子屈高校　☎４８２‐２２３７ 　　　　　　　　　　　　　　　

町・弟子屈防犯協会・川湯防犯協会・弟子屈町少年補導委員会

弟子屈警察署☎４８２‐２１１０　　川湯駐在所☎４８３‐２１５１

町公式ホームページでは、「弟子屈町子育て情報リンク集」が公開されています。
　お母さんの妊娠前から、お子さまが独立するまで、家族をサポートする事業・支援・医療
情報をまとめたリンク集です。「妊娠中の不安を相談したり、共有できる場はないかな？」
「小学生に必要な予防接種は？」「子どもが高校を卒業して進学するけれど、何か助成を受
けられるのかな？」など、子育て関連の情報の検索時に、ぜひご活用ください。
▶リンク集URL　https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/kenko_fukushi_kosodate/kosodate/3/1138.html

❏問い合わせ先／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）

「弟子屈町子育て情報リンク集」を公開しています
町内すべてのお母さん、お父さん、お子さんへ

◀ こちらのQR

コードから

もアクセス

することが

できます。
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差
出
有
効
期
間

令
和
２
年
３
月

 31日
ま
で

料
金
受
取
人
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郵
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釧
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中
央
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生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
便
り

　

今
年
度
、弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、美
留
和
小
学

校
長
の
伊
藤
賢
次
で
す
。

　

保
護
者
や
関
係
者
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り

本
町
の
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
の
た
め
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
に

「
生
活
習
慣
と
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
〜
脳
科

学
か
ら
見
る
ネ
ッ
ト
社
会
の
影
響
〜
」を
演
題

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。ス
マ
ホ
が
子
ど

も
の
脳
に
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
と
は
、皆
さ
ん
の
想
像
を
超
え
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。特
に
私
は
、
大
人
が

子
ど
も
に
ス
マ
ホ
を
与
え
る
責
任
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、ス
マ
ホ
と
言
え
ば
私
が
中
学
校
勤
務

時
代
に
、生
徒
指
導
上
の
事
件
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。

　

一
番
多
か
っ
た
の
が
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
の
い

じ
め
で
す
。誰
か
が
あ
る
生
徒
の
悪
口
を
書

き
、
次
第
に
同
調
し
な
が
ら
広
が
り
、
や
が
て

無
視
や
い
じ
め
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。い
じ

め
ら
れ
た
子
ど
も
は
や
が
て
学
校
に
来
ら
れ

な
く
な
り
、そ
の
時
に
な
っ
て
初
め
て
い
じ
め

が
発
覚
し
ま
す
。こ
の
場
合
、
い
じ
め
が
発
覚

す
る
ま
で
に
時
間
が
た
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
解
決
す
る
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

中
学
校
３
年
生
で
す
と
、卒
業
ま
で
不
登
校

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
中
学
校
１
・

２
年
生
で
す
と
、転
校
し
て
い
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

い
じ
め
た
方
は
学
校
に
残
り
…
と
い
う
の

は
理
不
尽
に
も
感
じ
ま
す
。そ
の
他
、
家
出
事

件
や
不
適
切
な
動
画
投
稿
な
ど
枚
挙
に
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
町
で
は
11
月
17
日
に
町
Ｐ
連
主
催
で
、函

館
短
期
大
学
の
藤
井
嘉
夫
教
授
に「
ネ
ッ
ト
ゲ

ー
ム
依
存
、
ス
マ
ホ
依
存
」を
演
題
に
弟
子
屈

中
学
校
に
て
ご
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
川
島
教
授
の
脳
に
決
定
的
に
与
え

る
悪
影
響
を
、そ
し
て
今
回
は
ネ
ッ
ト
・
ス
マ

ホ
依
存
に
つ
い
て
の
お
話
を
聴
き
、我
々
大
人

が
こ
う
い
っ
た
も
の
が
子
ど
も
の
将
来
に
ど

ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
真
剣
に
考
え
、共
通
の

認
識
に
立
っ
て
行
動
す
る
時
期
が
来
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

川
湯
小
学
校
は
、

学
年
に
と
ら
わ
れ

ず
全
校
で
交
流
し
、

つ
な
が
り
を
深
め

ら
れ
る
活
動
を
多

く
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
中
心
と
な

る
二
つ
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
縦
割

り
班
活
動
で
す
。１

〜
６
年
生
を
八
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
て

日
々
の
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。高

学
年
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
役
割
分
担
を

し
た
り
、
清
掃
の
し
か
た
を
教
え
た
り
と

責
任
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
し

て
、
教
え
て
も
ら
っ
た
低
学
年
は
、
ま
た

下
の
学
年
に
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
集
会
活
動
で
す
。各
学
年
の

発
表
や
、
各
委
員
会
が
考
え
た
ス
ポ
ー
ツ

や
ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

全
校
児
童
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
内
容
や

ル
ー
ル
が
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
毎
回
先
生

方
も
巻
き
込
ん
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

ス
マ
ホ
に
つ
い
て
の
責
任

町内団体の取り組みを紹介

～川湯小学校～

協議会から

　今年も、本格的な冬
を感じる季節となりま
した。
　本協議会の理念であ
る「町民が一体となっ
て、児童・生徒の健全育
成に関わっていく」の
もと、今後も関係各団
体からの情報発信や、
町民の皆様への情報提
供の場にしていきたい
と考えております。ま
た、町内で、子どもたち
の様子でお気づきのこ
となどがございました
らぜひお知らせくださ
いますようお願い致し
ます。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

12月１日 

No.13

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

副
会
長 

伊
藤　

賢
次（
美
留
和
小
学
校 

校
長
）

す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど

も
た
ち
は
休
み
時
間
も
学
年
を
問
わ
ず

に
交
流
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
全
校
で
の

活
動
で
は
、
高
学
年
は
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
低
学
年
の
お
手
本
に
な
る
よ
う
責
任

あ
る
姿
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。ま
た
、
低
学
年
は
、
高
学
年
の
姿
を
見

て
目
標
と
し
、
自
分
の
成
長
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

交
流
を
深
め
て
明
る
く
・
仲
良
く
成
長

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学年にとらわれない交流を実施

藤井教授による講演
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「
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
交
響
吹
奏

楽
部　

弟
子
屈
公
演
」が
11
月
９
日
、摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。町
民
ら
約
１
５
０
人
が
来
場
し
、迫
力

あ
る
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。第
１
部

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
４
重
奏
に
よ
る「
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
」

や
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
４
重
奏
に
よ
る
「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
な
ど
、
素
敵

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
か
せ
ま
し
た
。第
２

部
の
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
音
楽
劇「
桃
太
郎
」

を
披
露
。第
３
部
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
・
ポ
ッ
プ
ス

ス
テ
ー
ジ
で「
パ
プ
リ

カ
」「
パ
イ
レ
ー
ツ
オ

ブ
カ
リ
ビ
ア
ン
」な
ど

お
馴
染
み
の
曲
で
会

場
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

２０１９．１２／Ｎｏ．２３４

　

町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

は
、
12
月
26
日
㈭
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

気
象
状
況
に
よ
り
、
オ
ー
プ

ン
日
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
前
に
あ

ら
か
じ
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

営
業
時
間
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
冬
休
み
期
間
／
９
時
〜
17
時

▼
通
常
／
９
時
〜
20
時
30
分

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼ 

日
時
／
令
和
２
年
１
月
11
日
㈯
・
12
日

㈰
の
２
日
間
、
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時

50
分

▼ 

場
所
／
町
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

▼ 

講
師
／
守
屋
結
香
さ
ん
、
大
宮
博
史
さ

ん　

ほ
か

▼
対
象
／
年
長
〜
小
学
校
６
年
生

▼
参
加
料
／
無
料

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
12
月
27
日
㈮

スケート教室開催

昨年のスケート教室

スケート場情報

■ 

弟
子
屈
町
民
卓
球
大
会
兼
第
22
回
会

長
杯
争
奪
ク
ラ
ブ
対
抗
親
睦
大
会

　

弟
子
屈
町
卓
球
協
会（
木
暮
敏
男
会
長
）

主
催
、
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

共
催
の
令
和
元
年
度
町
民
卓
球
大
会
兼

第
22
回
会
長
杯
争
奪

ク
ラ
ブ
対
抗
親
睦
大

会
が
11
月
10
日
、
摩

周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

釧
路
、
根
室
管
内
か

ら
19
チ
ー
ム
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

と
歩
く
ス
キ
ー
用
具
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

全
て
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振

興
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）

ま
で
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・
歩
く

ス
キ
ー
貸
し
出
し
ま
す

どんどんご利用ください

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
深
め
る

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

■
全
道
大
会
結
果

▼
第
41
回
北
海
道
高
等
学
校
秋
季
テ
ニ

ス
大
会
兼
第
42
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ

ス
大
会
北
海
道
地
区
大
会（
10
月
８
日
か

ら
苫
小
牧
市
）▽
男
子
団
体
戦
１
回
戦
敗

歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
情
報

　

桜
丘
歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
は
今
年
度
、

７
５
０
㍍
、
３
㎞
、
６
㎞
の
３
コ
ー
ス
を

整
備
し
ま

す
。
整
備

は
、
積
雪
の

状
況
を
見

な
が
ら
実

施
す
る
予

定
で
す
。

　

10
月
３
日
か
ら
約
１
カ

月
間
に
わ
た
り
、
第
70
回
弟

子
屈
町
総
合
文
化
祭（
鈴
木

幸
榮
実
行
委
員
長
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。文
化
祭
は
３
部
門
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
展
示
部
門
は
、
10
月
３
〜

７
日
に
か
け
て
町
公
民
館
で
開
催
。24
の

団
体
と
個
人
の
参
加
者
の
手
芸
や
陶
芸
、

短
歌
な
ど
、
日
頃
の
文
化
活
動
の
成
果

千
３
２
４
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

茶
道
部
門
お
よ
び
芸
能
発
表
は
10
月
27

日
に
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
茶
道
部
門
は
表
千
家
三
翠
会
の
皆

さ
ん
が
ロ
ビ
ー
で
実
施
し
、
１
３
０
人
が

参
加
し
ま

し
た
。

　

芸
能
発

表
会
は
24

団
体
か
ら

延
べ
３
５

７
人
が
参

加
。
吹
奏

各部門で日頃の成果を披露
－第70回弟子屈町総合文化祭－

　20

素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
魅
了素晴らしい演奏を披露

全国大会出場へ

大活躍の三上さん（右から２人目）と森田さん（左から２人目）

　

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
弟
子
屈
教
室
の
三

上
柚
季
さ
ん
、
森
田
由
菜
さ
ん
（
共
に
弟

子
屈
高
校
１
年
）
が
、
９
月
に
岩
見
沢
市

で
開
催
さ
れ
た
第
49
回
Ｐ
Ｌ
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
選
手
権
北
海
道
地
区
大
会
に

出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
11
月
30
日

か
ら
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
、
第
49
回
Ｐ

Ｌ
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

東
京
国
際
大
学
が

　
　
　

箱
根
駅
伝
出
場
へ

　

毎
年
、当
町
で
夏
合
宿
を
行
っ
て
い
る

東
京
国
際
大
学
駅
伝
部
が
、
10
月
26
日
、

東
京
都
立
川
市
で
行
わ
れ
た
箱
根
駅
伝

予
選
会
に
出
場
。予
選
会
で
は
出
場
43

チ
ー
ム
中
、
見
事
１
位
と
な
り
、
令
和
２

年
１
月
２
・
３
日
に
行
わ
れ
る
箱
根
駅
伝

へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

活躍が期待される選手の皆さん
（夏に行われた合宿時）

　

町
公
民
館
主
催
の
第
７
回
公
民
館
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
10
月
12
日
、
町
公
民
館

で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
演
者
と
観
客
の
皆
さ
ん
を

合
わ
せ
、
約
１
７
０
人
が
来
場
。弟
子
屈

高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
司
会
進
行
を

務
め
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
摩
周
お
こ
と
教
室
の
皆
さ

ん
、
弟
子
屈
中
学
校
文
化
祭
学
級
合
唱
入

賞
ク
ラ
ス
、
そ
し
て
30
年
ぶ
り
に
全
道
大

会
に
出
場
し
た
弟
子
屈
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

摩
周
お
こ
と
教
室
は
生
田
流
琴
友
会

（
代
表
辻
谷
武
喜
代
さ
ん
）の
皆
さ
ん
の

指
導
の
下
、練
習
を
重
ね
、「
か
ら
す
の
赤

ち
ゃ
ん
」
な
ど
全
４
曲
を
披
露
。一
つ
一

つ
丁
寧
に
琴
糸
を
響
か
せ
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

楽
し
く
学
び
ま
し
た　
　
　
　
　

　
　

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
研
修
会

弟中３年生の皆さんによる合唱

　

弟
子
屈
中
学
校
文
化
祭
学
級
合
唱
入

賞
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
は
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
２
年
生
に
代
わ
り
、
３

年
生
が
協
力
し
て
歌
う
な
ど
、
支
え
合
う

気
持
ち
が
合
唱
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
を
飾
る
、
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
は「
楽
器
紹
介
の

た
め
の
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」「
私

の
お
気
に
入
り
」な
ど
全
４
曲
を
演
奏
。

最
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
曲
で
は
、
気
持
ち
を

込
め
て
、
い
き
も
の
が
か
り
の「
あ
り
が

と
う
」を
演
奏
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

弟中吹奏楽部の皆さんによる演奏

楽
や
舞
踊
、
バ
ト
ン
な
ど
練
習
を
重
ね
て

き
た
成
果
を
披
露
。会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
芸
能
発
表
会
に
先
立
ち
、
６
年

ぶ
り
に
弟
子
屈
町
文
化
奨
励
賞
贈
呈
式

を
開
催
。今
年
度
は
日
本
民
謡
三
絃
渡
邊

孝
帆
会
が
受

賞
。
今
後
の
よ

り
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
、
記

念
の
楯
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

お琴を披露する皆さん

　

北
海
道
教
育
局
主
催
の「
家
庭
教
育
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
」が

10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。家
庭
教

育
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
子
育
て
中

の
保
護
者
の
方
な
ど
17
人
が
参
加
。「
保

護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
わ
る
悩
み
と
家
庭
教
育
支
援
に
つ
な

が
る
情
報
の
交
流
」
と
題
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
姉
帯

美
和
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
者
で

２
人
１
組
に
な
り
、
参
加
者
同
士
で
考

え
、
楽
し
み
な
が
ら
演
習
を
行
い
ま
し

た
。最
後
に
講
師
の
姉
帯
さ
ん
か
ら「
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
関

わ
り
、
分
か
ち
合

う
た
め
に
は
相

手
を
理
解
す
る

た
め
に
共
感
的

に
聴
く
こ
と
が
大

切
」な
ど
お
話
し

さ
れ
ま
し
た
。

熱心に耳を傾ける参加者の皆さん

盛
り
上
が
り
ま
し
た　
　
　
　
　

　

公
民
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

川湯ダンスクラブの演技

６年ぶりの文化奨励賞贈呈式白熱した試合が行われました
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弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

除雪時の事故防止
外出の前に安全確認を

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
令和元年12月発行　第267号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

交番だより　令和元年12月号

　例年、屋根の雪下ろし作業中の転落や屋根からの落氷雪の下敷きになる事故が発生して
いるほか、暴風雪により尊い命を落とす被害も発生しています。このような事故を防ぐため
に、次のことに注意しましよう。
●雪下ろしは必ず複数でしましょう。

● 除雪機を使うときは周囲の安全確認を

しましょう。

●気象情報に注意しましょう。

期日／12月18日㈬　　場所／町公民館

 ▼優良講習　11時30分　 ▼一般講習　13時

 ▼違反講習　９時　　　 ▼初回講習　14時30分

※ 講習は、警察署で運転免許更新の手続きを済ませた後に受講してください。

自動車
運転免許の
更新時講習

シカと車の交通事故が多発しています！
特に夕方から夜間に多く発生しています！
 シカは、群れで行動していることが多いので「１頭だけ」と思わず２頭目、３頭目
も警戒してください。
 シカ飛び出し注意の看板がある場所や道路脇には林があり、路面にブレーキ跡など
がある場所は特に注意しましょう。

タイヤの盗難にご用心！
　【タイヤはどのように保管していますか？】 

車庫や物置など、鍵のかかる場所に保管しましょう。

保管場所付近にセンサーライトなどの防犯機器を設置するなど防犯対策の徹底をお願いします。

灯油の盗難に注意！
　道内でホームタンクから灯油を抜き取られる盗難事件が発生しています。これから冬期間にかけて灯油を使用する機

会が増加しますが、鍵付きの給油口カバーなどのホームタンク用機材やセンサーライトなどを設置して、盗難被害の防

止に努めましょう。

車上ねらいに気をつけて！
　【被害防止のポイント】

車から離れる時は、短時間であっても、車内に荷物を置きっぱなしにしないようにしましょう。

車のドアや窓は確実に施錠しましょう。

明るく管理された駐車場を利用しましょう。

防犯カメラやセンサーライトなどの防犯機器を活用しましょう。

北極と東京を行っ

たり来たりする探

検家による父親エ

ッセイ。

「娘がかわいい」を

連呼する父親の興

奮気味の文章が笑

いを誘います。探検

家の洞察力や探求

力って凄い！と思

わずにいられませ

ん。

「『
日
本
国
紀
』の
天
皇
論
」

百
田　

尚
樹
／
著

「
親
が
知
ら
な
い
子
ど
も
の
ス
マ
ホ
」

鈴
木　

朋
子
／
著

「
た
ま
に
は
、や
す
ん
だ
ら
？
」

Ｔ
ｏ
ｎ　

Ｍ
a
k 

／
著

「
10
分
で
キ
レ
イ
に
結
ぶ
帯
結
び
の
基
本
」

弓
岡　

勝
美
／
監
修

「
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
日
本
ポ
ス
タ
ー
史

大
図
鑑
」

田
島　

奈
都
子
／
編
著

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
観
戦
ガ
イ
ド
」

　

小
塚　

崇
彦
／
監
修

「
祝
祭
と
予
感
」

　

恩
田　
　

陸
／
著

「
い
や
い
や
な
が
ら
ル
パ
ン
を
生
み
出
し
た

作
家
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
伝
」

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ル
ワ
ー
ル
／
著

「
ギ
ネ
ス
世
界
記
録　

２
０
２
０
」

ク
レ
イ
グ
・
グ
レ
ン
デ
ィ
／
編

「
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
と
く
べ
つ
な
お
く
り
も
」

ア
グ
・
ヤ
ト
コ
フ
ス
カ
／
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

角幡　唯介／著

☆ 

図
書
館
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
を
開
催

　

図
書
館
で
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
町
公

民
館
で
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

♦
開
催
日
／
12
月
14
日
㈯

「 

お
は
な
し
会
＆
お
絵
か
き
教
室
」
／
10
時

〜
正
午

▼ 

内
容
／
絵
本
作
家
・
本
田
哲
也
さ
ん
に
よ

る
お
は
な
し
会
と
お
絵
か
き
教
室
を
開
催

し
ま
す
。お
は
な
し
会
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
が
、
お
絵
か
き
教
室
は
別
途

申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
定
員
／
30
人

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
12
月
10
日
㈫

「
は
ら
っ
ぱ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
／
13
時
〜
14
時
30
分

▼
内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
工
作

「 

古
本
市
・
図
書
館
バ
ス
解
放
」
／
９
時
30
分

〜
15
時

※
本
を
持
ち
帰
る
バ
ッ
グ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、図
書
館
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
14
日

㈯
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
29
日（
日
・
図
書
整

理
日
）・
30
日
㈪
・
31
日
㈫

探検家とペネロペちゃん探検家とペネロペちゃん

移動図書館（図書館バス）

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

おはなしはらっぱ
☆ 『
図
書
館
福
袋 

本
の
福
袋
貸

出
し
ま
す
！
』

　

テ
ー
マ
ご
と
に
１
セ
ッ
ト
２
冊
を
福

袋
に
し
て
貸
出
し
し
ま
す
。ど
ん
な
本
が

入
っ
て
い
る
か
は
、
借
り
て
み
て
か
ら
の

お
楽
し
み
に
！
な
く
な
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。気
に
な
る
方
は
お
早
め
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
！

※
お
一
人
様
１
袋
限
り

※
１
袋
で
１
冊
の
貸
出
し
と
な
り
ま
す
。

※
貸
出
図
書
で
す
の
で
、
読
み
終
わ
っ
た

ら
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
12
月
17
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈯

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

☆７日／『たのしいふゆごもり』『ねこです。』
　　　　『ゆきだるまのプレゼント』　　　　
☆14日／『ゆきあそび』『10ねこ』
　　　　『ゆきのうえゆきのした』
☆21日／『アイスクリースマス』
　　　　『こねことサンタクロース』
　　　　『ゆきだるまのあたま』
☆28日／『あったかいな』 『ゆきのひのいえで』
　　　　『まねっこだいすき』

テーマ『さむいからネコをだいて』

時間／午後１時～　　場所／町図書館

☆年末特別企画☆ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

５
日
㈭
・
12
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

６
日
㈮

 

認定こども園ましゅう  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

Ａコース  運行日／12月12日㈭・26日㈭
　　　　　　　　　１月16日㈭・30日㈭

　  Ｂコース　運行日／12月５日㈭・19日㈭
　　　　　　　　　　  １月９日㈭・23日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05
川湯の森病院 14:10～14:30

14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00美羅尾ヶ丘会館

▼
図
書
館
整
理
日
／
12
月
29
日
㈰

▼ 

年
末
年
始
休
館
日
／
12
月
30
日
㈪
〜

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

新
年
は
１
月
７
日
㈫
か
ら
開
館
し
ま
す
。

年末年始
休館
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町の話題

町の話題

　

町
内
の
小
学
校
低
学
年
の
児
童

が
、
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う

と
川
湯
保
育
園
の
年
長
児
を
招
待

し
、
お
も
て
な
し
を
す
る
合
同
生

活
科
「
ま
し
ゅ
う
ラ
ン
ド
」が
11

月
19
日
、
弟
子
屈
小
学
校
（
中
原

英
雄
校
長
）
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
ま
し
ゅ
う
ラ
ン
ド
」
は
、
生

活
科
の
授
業
の
一
環
で
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
園
児
を
も
て
な
す
た
め
、
開
店

す
る
お
店
の
内
容
を
自
分
た
ち
で
考
え
て

準
備
し
、
接
客
に
も
挑
戦
。
お
店
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
ま
し

た
。
手
作
り
の
磁
石
が
つ
い
た
釣
り
ざ
お

で
、
紙
で
で
き
た
魚
や
、
葉
っ
ぱ
を
釣
る

ゲ
ー
ム
や
、
ど
ん
ぐ
り
で
つ
く
っ
た
コ
マ

で
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
。
ど
ん
ぐ
り
を
玉
に
し

て
、
迷
路
を
通
す
ゲ
ー
ム
、
葉
っ
ぱ
を
落

と
し
て
点
数
を
競
う
ゲ
ー

ム
に
、
手
作
り
の
け
ん
玉

ゲ
ー
ム
な
ど
、
児
童
が
工

夫
し
て
作
っ
た
さ
ま
ざ
な

お
店
を
、
招
待
さ
れ
た
園

児
39
人
が
お
客
さ
ん
と
し

て
回
り
ま
し
た
。

　

お
店
を
回
っ
た
園
児
は

「
と
て
も
楽
し
い
」「
魚
が

た
く
さ
ん
釣
れ
た
」「
も
っ

と
や
り
た
い
」
な
ど
、
ど

の
お
店
で
も
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
大
賑
わ
い
と
な
り
ま

し
た
。

楽しいゲームでおもてなし
ましゅうランドを開催

紙
コ
ッ
プ
の
け
ん
玉
に
挑
戦

園
児
か
ら
の
感
想
も

ゲームの遊び方もしっかり説明

　

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う（
鈴
木
幸
榮
園

長
）の
第
１
回
園
児
発
表
会
が
11
月
２
日
、

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
と
な
っ
て
は

じ
め
て
の
発
表
会
は
、
各
組
ご
と
に
歌
や

踊
り
、劇
な
ど
を
披
露
。こ
の
日
の
た
め
に

一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
成
果
を
、
舞
台

の
上
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
て
い
ま

し
た
。

　

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
手
に
し
て
集

ま
っ
た
保
護
者
な
ど
か
ら
は
、

声
援
と
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
の
合
間
に
行
わ
れ
た

「
僕
の
夢
、
私
の
夢
」で
は
、
ぞ

う
組
の
園
児
た
ち
が
、大
き
な

声
で
夢
を
発
表
し
ま
し
た
。警

察
官
や
大
工
さ
ん
、お
花
屋
さ

ん
な
ど
の
夢
が
発
表
さ
れ
る

た
び
に
、大
き
な
歓
声
が
起
こ

り
ま
し
た
。

みんなで頑張りました
認定こども園ましゅう第１回園児発表会

元気に歌を歌う園児たち

劇のナレーションも自分たちで 　

長
年
に
わ
た
り
防
犯
活
動
な
ど

に
尽
力
さ
れ
、表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
11
月
７
日
、町
役
場
で
德
永
町
長

に
、受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
地
区
防
犯
協
会
連
合

会（
田
中
冨
士
男
会
長
）は
、
犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
自
主
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
と
し
て
「
北

海
道
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
賞
」を
受
賞
。10
月
11
日
に
札
幌
で
行

わ
れ
た「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日 

道
民
の
集
い
」で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
瀨
貞
子
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
か
ら
弟

子
屈
防
犯
協
会
に
所
属
し
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
か

ら「
令
和
元
年
全
国
防
犯
功
労
者
表
彰 

防

犯
栄
誉
銀
賞
」を
受
賞
。現
在
も
弟
子
屈
地

区
防
犯
協
会
連
合
会
理
事
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
伹
雄
さ
ん
は
、昭
和
61
年
か
ら
、町
暴

力
追
放
運
動
推
進
協
議
会
に
所
属
し
、
川

湯
硫
黄
山
で
の
暴
力
団
員
に
よ
る
蒸
し
卵

無
許
可
販
売
に
関
す
る
暴
力
団
排
除
活
動

や
、
当
町
の
暴
力
追
放
運
動
に
積
極
的
に

参
加
さ
れ
た
と
し
て
「
令
和

元
年
度
北
海
道
警
察
本
部

長
・
北
海
道
暴
力
追
放
セ
ン

タ
ー
会
長
連
名
に
よ
る
暴
力

追
放
功
労
者
表
彰
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

古
瀨
さ
ん
と
南
さ
ん
は
、

10
月
29
日
に
弟
子
屈
警
察
署

で
表
彰
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

長年の防犯活動を表彰
弟子屈地区防犯協会連合会
古瀨 貞子（ふるせ ていこ）さん
南 伹雄（みなみ ただお）さん

日置市で摩周そばを実演販売
姉妹都市物産交流事業　2019弟子屈祭in日置江口浜を開催

　

当
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿

児
島
県
日
置
市
で
11
月
２
・
３

日
、特
産
品
販
売
所
江
口
蓬ほ

う

莱ら
い

館

で
、当
町
の
物
産
ブ
ー
ス「
２
０
１

９
弟
子
屈
祭
in
日
置
江
口
浜
」を

出
展
し
ま
し
た
。摩
周
そ
ば
の
そ

ば
打
ち
の
実
演
と
試
食
が
振
舞

わ
れ
た
ほ
か
、焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
販
売
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
、主
に
農
産
物
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
出
展
は
、姉
妹
都
市
物
産
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、日
置
市

も
８
月
に
当
町
で
行
わ
れ
た「
第
13
回
Ｊ
Ａ

摩
周
湖
農
業
祭
た
ぶ
ん
日
本
で
一
番
早
い

新
そ
ば
祭
り
」の
際
に
、
同
市
特
産
品
を
販

売
す
る
「
鹿
児
島
黒
豚
＆
茶

チ
ャ
ー

美ミ
ー

豚ト
ン

祭

２
０
１
９
in
弟
子
屈
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
当
町
か
ら
は
、
吉
備
津
副
町
長
を

は
じ
め
と
し
て
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
、
弟
子
屈
町

振
興
公
社
、
役
場
職
員
ら
８
人
が
交
流
団

と
し
て
参
加
。物
産
販
売
に
は
、文
教
厚
生

常
任
委
員
会
で
視
察
に
来
て
い
た
町
議
会

議
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
摩
周
湖
職
員
に
よ
る
摩
周
そ
ば
の

実
演
試
食
、
農
産
物
販
売
コ

ー
ナ
ー
は
多
く
の
人
で
賑
わ

い
「
北
海
道
で
採
れ
た
打
ち

た
て
の
そ
ば
を
味
わ
え
る
の

は
う
れ
し
い
」「
ジ
ャ
ガ
イ
モ

に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ

る
ん
だ
ね
」な
ど
、遠
く
離
れ

た
北
海
道
と
の
交
流
に
、
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

特産品がずらりと並んで販売されました

鬼
退
治
に
い
く
ぞ
ー
（
劇
・
桃
太
郎
）

田中会長（左）

古瀨貞子さん（左）

南伹雄さん（左）

振る舞われた「摩周そば」に行列が

ＪＡ摩周湖職員による「そば打ち」も実演
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このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係☎４８２-２９１３（課直通）

　アイヌ文化等振興事業
計画策定町民委員会（竹森
英彦委員長）の第１回会議
が10月21日、役場委員会室
で開催されました。
　同委員会は、本年５月に

施行された「アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現す
るための施策の推進に関する法律」に基づき、アイヌの人々
の誇りが尊重される社会の実現のための取り組みについて
協議するために開催されました。会議では、今までの文化政
策、福祉政策に加え、地域振興・地方創生、産業、観光振興、環
境保全、国際交流など、幅広い視点によるアイヌ政策推進交
付金制度などの活用について方向性が協議されました。

アイヌの人々の誇りが尊重される社会に

アイヌ文化等振興事業計画策定町民委員会を開催

10月21日

あ
い
さ
つ
す
る
德
永
町
長

　町内在住の石橋和美
さんの作品展が、10月
28日～11月８日にかけ
て、弟子屈郵便局内の
お客様ロビーで開催さ
れました。

　石橋さんの作品は、ご自身の自宅の周辺で集めた枯れ枝
や、河辺や浜辺にあった流木などを使い置物として仕上げ
たもの。15年以上前から長年作り続けられていて、今年は24
個の作品が展示されました。
　石橋さんは「ものづくりの楽しさを味わいながら、今日ま
で千数点を作ってきました。今後も体力が続く限り続けて
いきたい」と話していました。

10月28日～11月８日

見
事
な
作
品
を
前
に

枯れた庭木や流木などで制作

弟子屈郵便局で石橋和美作品展を開催

10月29日

　辻谷建設㈱（辻谷
智之代表取締役）、
クニオカ工業㈱（今
誠代表取締役）の皆
さんが10月29日、町
道美留和石狩別線
の 道 路 脇 の300ｍ
で、支障木の伐採を

行いました。地域に貢献したいとの思いからはじめられた
もので、今年で５年目になります。
　今年はクニオカ工業から３人、辻谷建設から６人が参加
し、チェーンソーやのこぎりなどを使い、手際よく木を伐採
していました。

地域の役に立ちたい

クニオカ工業と辻谷建設の皆さんが支障木を伐採
道
路
脇
の
支
障
木
を
伐
採
す
る
皆
さ
ん

　ＫＦＣ（屈斜路フィッ
シングクラブ・北林勉
会長）の会員の皆さん
が10月20日、屈斜路湖
の釣り場ポイントを
回り清掃活動を行い
ました。

　同活動は今年で３回目で、20人が参加。屈斜路湖での釣り
を愛する道内外の会員が駆けつけ、空き缶などのごみを回
収し、清掃活動を行いました。
　会員の皆さんは「屈斜路湖でいつまでも釣りができるよ
う、釣り人である自分たちがフィールドの環境保全に努め
ていきたい」と話していました。

屈斜路湖のためにできることを

ＫＦＣが和琴半島で清掃活動
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
清
掃
活
動

10月20日

　弟子屈警察署が今年度
から参加している「ひま
わりの絆プロジェクト」
の一環として弟子屈小学
校４年生の児童26人が11
月１日、弟子屈警察署内
のヒマワリ畑で種の採取
を行いました。

　このプロジェクトは、事故で亡くなった当時４歳の男児が
育てていたヒマワリの種を受け継いで育て、交通安全の願い
を全国に広める活動で、６月に児童たちが植え、大きく成長し
たヒマワリを刈り取り、種を採取しました。採取した種は、来
年植えられ、交通安全の願いをさらに広めていく予定です。

交通事故防止を願う「ひまわり絆プロジェクト」

弟子屈小児童がヒマワリの種を採取
大
き
く
な
っ
た
ヒ
マ
ワ
リ
を
引
き
抜
く
児
童

11月１日

　川湯エコミュージ
アムセンターを拠点
に活動を行っている
摩周・屈斜路パーク
ボランティア（金井秀
明会長）の皆さんが、

10月29日に藻琴山登山道のロープ撤去を行いました。
　ロープは危険個所の周知や、希少植物の保護のために例
年６月初旬頃に張られ、積雪前に撤去されます。
　この日は強風の中での作業となりましたが、手際よく頂
上や屏風岩周辺など７カ所全てのロープ回収しました。来
年のロープ張りは、希少動物が開花する前の５月下旬に行
う予定です。

10月29日

屏
風
岩
周
辺
で
ロ
ー
プ
を
撤
去

登山道も冬支度

藻琴山登山道ロープ撤去作業

　中心市街地再構築
全体構想町民会議（今
井慎也委員長）の第４
回 会 議 が10月29日、
町公民館で開催され
ました。

　会議では第３回までの「町の将来像」「中心市街地の将来
像」「来てもらいたい人」「なされているとよい活動」「こど
も・若者・子育て世代にとって居心地のよい場所」「お金の使
われ方」などのワークショップで各委員から出された意見
を踏まえて、町においても老朽化が進む公共施設の集約も
視野に入れ、具体的にどのような施設整備が望ましいかに
ついて意見交換が行われました。

てしかがの未来の中心市街地づくり

第４回中心市街地再構築全体構想町民会議を開催

10月29日

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

　町と根釧西部森林管
理署の共催で10月27日、
秋の名木ツアーが行わ
れ、町内外から23人が参
加しました。
　今回のツアーは市街
地のモミジなど名木４

本の観賞のほか、屈斜路湖沿いの旧道や、川湯エコミュージ
アムセンターのアカエゾマツの森を散策。落ち葉や紅葉の
観察など「おとなの遠足」を楽しみました。北海道認定木育マ
イスターで、てしかが自然学校代表の萩原寛暢さんが務め
るガイドに、参加者の皆さんは熱心に聞き入り、来年も参加
したいとの声が多く寄せられるなど大好評を博しました。

10月27日

ガ
イ
ド
の
説
明
に
聞
き
入
る
皆
さ
ん

美しい紅葉や名木を巡る

秋の名木ツアーを開催！

　消防団輸送車運用
開始式が10月29日、弟
子屈消防署で関係者
など25人が参加して
行われました。
　運用していた輸送
車の経年劣化などか

ら、新たに導入された29人乗りのバスで、災害時の消防団員
の輸送などに運用されます。
　釧路北部消防事務組合長・德永町長は「災害時のすみやか
な輸送は非常に重要。適切な運用をしていきたい」と話して
いました。また同日、弟子屈消防後援会から、輸送車の付属
品について寄贈があり、その寄贈受贈式も行われました。

災害時の消防活動を強化

消防団輸送車運用開始式を開催

10月29日

安
全
を
祈
願
す
る
德
永
町
長

　弟子屈町厚生保
護女性会主催の第
11回 チャリティ
ー職域かくし芸
「芸能の集い」が11
月10日、町社会老

人福祉センターで行われました。
　20以上の団体・個人が参加し、それぞれこの日のために用
意した芸を披露。歌や踊り、太鼓、寸劇、バンド演奏、ものま
ねなど、さまざまな演目で訪れた方々を楽しませました。
　大人の発表が多い中、認定こども園ましゅうや川湯ダン
スクラブなどから子どもたちも参加。大会をいっそう盛り
上げました。

11月10日

多くの参加者が自慢の芸を披露

チャリティー職域かくし芸大会を開催
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
を
演
奏

　東京都玉川大学の
「コスモス祭」が11月９
～10日に行われ、当町
も特産品などを販売す
るブースを出展しまし
た。
　平成27年５月に包括

連携協定を締結し、大学との連携で行われているもので、今
回で５回目。ブースでは、弟子屈産のジャガイモ３種とタマ
ネギなどの農産物のほか、摩周そば乾麺、摩周湖の夕日（マ
ンゴー）や弟子屈産いちごのお菓子、ジャムなどを販売。
　会場には学生をはじめとした多くの方が訪れ、賑わいを
見せていました。

特産品を味わって！

東京都玉川大学「コスモス祭」に出展
特
産
品
求
め
て
多
く
の
人
が

11月９日～10日
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12月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

土 水火月 金 土木水火月 日

木火 金 土 月日 金 土 月日木水火 火水
20

区　

分

木日 日

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
月

水
１

休

求
人
情
報
を
町
Ｈ
Ｐ

で
確
認
で
き
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
く
し
ろ
か
ら
提
供

を
受
け
て
い
る
、
釧
路
管
内
の
求
人

情
報「
ほ
っ
と
求
人
」が
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
、従
来
ど
お
り
印

刷
し
た「
ほ
っ
と
求
人
」は
役
場
ロ
ビ

ー
又
は
観
光
商
工
課
、
川
湯
支
所
で

引
き
続
き
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
／http://w

w
w
.tow

n.
tesh

ik
aga.h

ok
k
aid
o.jp

/
kurashi/scene/syusyoku_

taisyoku/2504.htm
l 

❑ 
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
観
光
商
工

課
商
工
振
興
係
☎
４
８
２
‐

２
９
４
０（
課
直
通
）ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
12
月
20
日
㈮ 

14
時
〜（
要
予
約
）

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４


５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

全
国
一
斉
労
働
ト
ラ
ブ

ル
１
１
０
番
を
開
催

　

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
釧

路
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
無

料
電
話
相
談
を
行
う「
全
国
一
斉
労

働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」を
開
催
し

ま
す
。賃
金
の
未
払
い
、
突
然
の
解

雇
、セ
ク
ハ
ラ
、パ
ワ
ハ
ラ
や
マ
タ
ハ

ラ
、
有
給
休
暇
が
と
れ
な
い
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。通
話
料
無
料
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
相
談
で
き
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
12
月
８
日
㈰　

10
時
〜
17

時（
相
談
時
間
は
１
人
30
分
）

▼ 

専
用
電
話
番
号
／
０
１
２
０
‐

０
３
３
‐
５
４
４（
通
話
料
無
料
）

※ 

当
日
の
み
の
専
用（
臨
時
）電
話
の

番
号
で
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
青
年
司
法

書
士
協
会
☎
０
１
５
６

２
１
９

　

８
ま
で
。　

春
休
み
海
外
研
修
交
流

事
業
参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

会
で
は
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
高
校

生
の
た
め
の
春
休
み
海
外
研
修
交
流

事
業
を
行
い
ま
す
。海
外
生
活
を
通

し
て
交
流
を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を

養
い
ま
す
。事
前
研
修
会
で
は
、仲
間

作
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

釧路市立青陵中学校ソフトテニス部

今月の主な行事予定
１日 サッカー教室

７・９日
ソフトテニス協会・ストレッチ教室８日

◎ ◎

◎ 休

金
○ ◎ 休 ○

休 ○ ◎ 休 ○ 休 休

※12月30日㈪～１月５日㈰は休館です。
11月８日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
令
和
２
年
３
月
25
日
㈬
〜

４
月
５
日
㈰
の
う
ち
、６
〜
11
日
間

　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼ 

内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研

修
、
文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野
外

活
動
な
ど
を
コ
ー
ス
に
よ
り
選
択

▼ 

研
修
国
／
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
フ

ィ
リ
ピ
ン
・

カ
ン
ボ
ジ

ア
・
ネ
パ
ー
ル

▼ 

説
明
会
／
全
国
10
都
市
で
開
催

（
予
約
不
要
・
入
場
無
料
）

▼
定
員
／
10
〜
20
人

全面開放日は、バスケットゴールを設置しています！

アイランドバトントラワー練習15･22日
PLバトントワラー練習21･29日

▼ 

参
加
費
／
24
万
８
千
〜
49
万
９
千

円
❑ 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
／
公
益

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
会
☎

０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１
ま
で
。

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ

ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　

第
44
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ

ン
島
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。全

国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
共
同
生
活

や
さ
ま
ざ
ま
な
野
外
活
動
を
通
し
、

友
だ
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
積
極
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま

す
。民
宿
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん

の
温
か
い
お
も
て
な
し
の
中
、
外
国

 今月の休館日
　（ １、２、３、９､10､
12、13、14、15、 16､
17､ 23､24､30､31日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
1212月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／⑤、６、⑲、20日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／⑤、⑲日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／４､ 11､ 18日　　　　　10時30分～11時15分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／７、21日　　　　　　　　　10時30分～正午

小学生水泳教室（町内の小学生）

　◇日時／７、21日　　　　　 　　　　11時15分～正午

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／ ５、６、７、８、19、20、21、22日　

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ ４、５、６、７、８、18、19、20、21、22、

25、26、27、28､ 29日　　　　　　　　　　

　　　　　 　　　　　　　　　　15時～17時

※ 上記はあくまでも各教室のお
知らせです。一般の方も、ぜ
ひ、お気軽にプールをご利用
ください。

※  12 日㈭～ 15 日㈰は、プール水取替のため、臨
時休館となります。ご迷惑をおかけしますが、
ご了承ください。

人
小
学
生
と
生
活
を
共
に
し
、
仲
間

と
助
け
合
い
な
が
ら
、
国
境
を
越
え

て
友
情
を
深
め
ま
す
。ぜ
ひ
、参
加
し

て
み
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
令
和
２
年
３
月
26
日
㈭
〜

４
月
１
日
㈬　

６
泊
７
日

▼ 

場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

▼ 

対
象
／
令
和
２
年
２
月
末
現
在
、

小
学
２
〜
６
年
生
の
日
本
人
・
在

日
外
国
人
の
方

▼
定
員
／
３
０
０
人

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
３
月
５
日
㈭

※
料
金
は
、
出
発
地
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
公
益

財
団
法
人
国
際
青
年
研
修
協
会
☎

０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１
ま
で
。

正
し
い
操
作
で
、
安
全

な
除
雪
を

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

除
雪
機
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し

ま
す
。除
雪
の
際
に
は
、除
雪
機
な
ど

を
正
し
く
使
用
し
、
安
全
に
作
業
を

し
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
／http://w

w
w
.jfm
m
a.

or.jp/jyoankyo.htm
l

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
除
雪
機
安
全
協

議
会
☎
０
３
‐
３
４
３
３
‐
０
４
１

　

５
ま
で
。
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（広告）

　ペンションのお仕事を
　　　　　手伝ってください！
[職種]   　 　　  【お掃除係】　　
[勤務時間]  　10:30~13:30 ※多少増減有

[募集人数]  　　 　　２人　　　

[勤務日数] 　閑散期 週０～１日／繁忙期 週１～５日
[時給]　　  　950円+交通費～
　　　　　　お仕事の習熟度に応じてＵＰします。
[条件]　　 　車で通勤できる方、やる気・責任感のある方。
　　　　　　お持ちの携帯電話等でメールを使える方。
　　　　　　（シフトをメールで連絡します）
　　　　　　（メールが不安な方はサポートします）
[応募]　    　メールまたは電話で連絡をください。
　　　　　  　 履歴書をご用意ください。（写真は不要です）
[その他]　 　詳細は面談にて
時間、日数などの変則な的な勤務もご相談ください

☎（015）482-2622 (担当 馬場)
札友内原野52線30番地3

https://www.polaris-hokkaido.com/
staff03@polaris-hokkaido.com

ペンション　ぽらりす

※  お子様連れで

のお仕事もご

相談ください。

入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸 数 備　考団　地　名　・　構　造

15,300～22,800円Ｓ52 ３ＤＫ １ 61.1㎡（２階）みはらし台団地（耐火中層・４階建）※

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／12月２日㈪～12月６日㈮（土・日は除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／令和２年１月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※ 入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。

14,400～21,500円Ｓ52 ３ＤＫ １ 57.7㎡（３階）みはらし台団地（耐火中層・４階建）※

※みはらし台団地は、Ｈ26～28年にかけて、断熱ユニットバスなどのリフォームを実施しています。
注１　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。
注３　桜町団地は、ペット飼養が認められた住宅のため、ペットを飼っていない、または、飼う予定のない方は応募できません。

みはらし台団地（耐火中層・４階建）※ Ｓ53 ３ＤＫ 15,200～22,700円 １ 59.9㎡（３階）

月額共益費
210円
220円
520円

13,500～20,100円Ｓ57 １ 63.7㎡（４軒長屋）桜町団地（簡易耐火・平屋） -
23,300～34,700円Ｈ29 ２ＬＤＫ １ 68.3㎡（４軒長屋）泉ヶ丘団地（木造・平屋）

美留和団地（準耐火・平屋） Ｈ９ ３ＬＤＫ 24,200～36,000円 １ 79.5㎡（２軒長屋）
100円
-

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ １ 57.0㎡（４軒長屋）南弟子屈団地（簡易耐火・平屋） -

３ＤＫ

（広告）

警備員募集！
【機械警備員　１人】　

◆業務場所／㈱東洋実業弟子屈事業所

◆勤務時間／夜勤17時～翌９時（月12回程度）

　　　　　　日勤９時～17時（月１～２回程度）

◆給　　与／861円～（深夜割増1,077円～）

【施設警備員　１人】　

◆業務場所／弟子屈町内施設

◆勤務時間／17時～翌９時（月10回程度）

◆給　　与／日給9,759円～

要普通自動車免許 待遇・委細面談
 ご希望の方、お問い合わせは下記までお気軽にお電
話ください。

㈱ 東洋実業 弟子屈事業所
弟子屈町摩周1丁目6番31　

☎（015）482-1716 (担当：澁谷）

（広告）

10,900～16,300円Ｓ54 ３ＤＫ １ 59.1㎡（４軒長屋）緑団地（簡易耐火・平屋）
20,900～31,100円Ｈ３ ３ＤＫ １ 72.2㎡（４階）緑団地（耐火中層・４階建）

緑団地（耐火中層・３階建） Ｈ７ １ＬＤＫ 14,700～21,900円 ２ 47.4㎡（１階）

-
770円
560円

「広報てしかが」に広告を載せませんか
　町内に事業所がある業者や、町内で活動している団

体などを対象に、広報紙への広告掲載を行っています

ので、ご利用ください。

　申し込み方法など、詳しくはお問い合わせください。

▼広告１／縦49㎜×横88㎜＝１回につき3,000円

（町外事業者5,000円）

▼広告２／縦49㎜×横180㎜または縦100㎜×横88㎜

＝１回につき5,000円（町外事業者10,000円）

※掲載場所は、原則表紙・裏表紙以外のページの下段です。

❑ 申し込み・問い合わせ先／役場まちづくり政策課

　広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２３４５６７

８９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31
■問い合わせ先／健健康こども課☎482-2935  町環境生活課☎482-2934  税税務課☎482-2914  開川湯保育園☎483-2537  子子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳・　 「午前０～１歳・
午後年齢制限な午後年齢制限な
し」（子育て支援し」（子育て支援
センター・9:30～センター・9:30～
11:30／14:00～11:30／14:00～
16:30)16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）
【役場仕事納め】【役場仕事納め】

子子 育 育 親子遊び「クリス親子遊び「クリス
　マス会」（子育て　マス会」（子育て
　支援センター・　支援センター・
10:00～11:30）10:00～11:30）

【要事前申し込み】【要事前申し込み】
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・14:00～ン タ ー・14:00～
16:30）16:30）
町町 民 民 行政相談（公民館行政相談（公民館
　・13:00～15:00)　・13:00～15:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（認定こども　Ｄａｙ」（認定こども
　 園ましゅう／川湯　 園ましゅう／川湯
　保育園・9:00～）　保育園・9:00～）
健健
  康康 乳児・３歳児・４歳乳児・３歳児・４歳
　半児健診（福祉セン　半児健診（福祉セン
　ター・9:00～）　ター・9:00～）
健健
  康康 フッ素塗布（福祉セフッ素塗布（福祉セ
　ンター・9:30～9：50）　ンター・9:30～9：50）

子子 育 育 親子遊び「クリス親子遊び「クリス
　マス制作」（子育て　マス制作」（子育て
　支援センター・　支援センター・
  10:00～11:30）  10:00～11:30）
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ンター・14:00～ンター・14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳・　 「午前０～１歳・
午後年齢制限な午後年齢制限な
し」（子育て支援し」（子育て支援
センター・9:30～センター・9:30～
11:30／14:00～11:30／14:00～
16:30)16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳・　 「午前１～３歳・
　午後年齢制限な　午後年齢制限な
　し」（子育て支援　し」（子育て支援
　センター・9:30～　センター・9:30～
  11:30／ 14:00～  11:30／ 14:00～
  16:30)  16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳・　 「午前１～３歳・
　午後年齢制限な　午後年齢制限な
　し」（子育て支援　し」（子育て支援
　センター・9:30～　センター・9:30～
  11:30／ 14:00～  11:30／ 14:00～
  16:30)  16:30)
健健
  康康 ９・10カ月児相談９・10カ月児相談
　（福祉センター・　（福祉センター・
　10:00～）　10:00～）

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（認定こども　Ｄａｙ」（認定こども
　 園ましゅう／川湯　 園ましゅう／川湯
　保育園・9:00～）　保育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　  開放（川湯ふるさ　  開放（川湯ふるさ
　  と館・ 9:30～11:30）　  と館・ 9:30～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 （子育て支援センタ　 （子育て支援センタ
　 ー・14:00～16:30)　 ー・14:00～16:30)
　【どちらも年齢制　【どちらも年齢制
　限なし】　限なし】

開開 放 放 保育園開放「遊んＤａｙ」保育園開放「遊んＤａｙ」
　 （おひさま保育園／川湯保　 （おひさま保育園／川湯保
　 育園・9:00～）　 育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放「年齢ひなたぼっこ開放「年齢
　  制限なし」（子育て支援　  制限なし」（子育て支援
     センター・9:30～     センター・9:30～
    11:30／14:00～16:30）    11:30／14:00～16:30）
税税務務 町・道民税４期、国民健康町・道民税４期、国民健康
   保険税７期、後期高齢者   保険税７期、後期高齢者
    医療保険料７期、介護保    医療保険料７期、介護保
　 険料４期納期限　 険料４期納期限
税税務務 夜間納税窓口開設（役場夜間納税窓口開設（役場
　  ／川湯支所・20:00まで）　  ／川湯支所・20:00まで）

子子 育 育 親子遊び「文化セ親子遊び「文化セ
　ンタ－であそぼう」　ンタ－であそぼう」
　10:00～11:30）　10:00～11:30）
午後開放なし午後開放なし

健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳・　 「午前０～１歳・
午後年齢制限な午後年齢制限な
し」（子育て支援し」（子育て支援
センター・9:30～センター・9:30～
11:30／14:00～11:30／14:00～
16:30)16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）
催催 し し 糖尿病講演会（福糖尿病講演会（福
　祉センター・18:00　祉センター・18:00
  ～20：00）  ～20：00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳・　 「午前１～３歳・
　午後年齢制限な　午後年齢制限な
　し」（子育て支援　し」（子育て支援
　センター・9:30～　センター・9:30～
  11:30／ 14:00～  11:30／ 14:00～
  16:30)  16:30)

主な予定を掲載しています

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳・午後　 「午前０～１歳・午後
　年齢制限なし」（子育　年齢制限なし」（子育
　て支援センター・　て支援センター・
　9:30～11:30／ 14:00　9:30～11:30／ 14:00
　～16:30)　～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　 10:00～16:00）　 10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　 場・10:00～16:00）　 場・10:00～16:00）
健健
  康康 乳・子宮健診（福祉乳・子宮健診（福祉
　センター・8:15～）　センター・8:15～）
町町 民 民 人権相談（公民館・人権相談（公民館・
  13:00～15:00）  13:00～15:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳・　 「午前１～３歳・
　午後制限なし」　午後制限なし」
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
  ／14:00～ 16:30)  ／14:00～ 16:30)
健健
  康康 がん健診（福祉セがん健診（福祉セ
　ンター・8:15～）　ンター・8:15～）

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（認定こども　Ｄａｙ」（認定こども
　 園ましゅう／川湯　 園ましゅう／川湯
　保育園・9:00～）　保育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　  開放（川湯ふるさ　  開放（川湯ふるさ
　  と館・ 9:30～11:30）　  と館・ 9:30～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 （子育て支援センタ　 （子育て支援センタ
　 ー・14:00～16:30)　 ー・14:00～16:30)
　【どちらも年齢制　【どちらも年齢制
　限なし】　限なし】

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し 古書市・図書館バ古書市・図書館バ
　ス開放（公民館・　ス開放（公民館・
  9:30～15：00）  9:30～15：00）
催催 し し おはなし会＆お絵おはなし会＆お絵
　かき教室（公民館・　かき教室（公民館・
  10:00～正午)  10:00～正午)
催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　スペシャル（公民　スペシャル（公民
    館・13:00～14:30）    館・13:00～14:30）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し きっちん「みちくきっちん「みちく
　さ」（待合室みちく　さ」（待合室みちく
　さ・10:00～)　さ・10:00～)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30) 歳末特別警戒を実施します！

火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署
火事と救急は１１９番火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署弟子屈消防署・川湯支署

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６
E-mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
       kawayufd@smile.ocn.ne.jp

1111月６日までの出動件日までの出動件数
火　災　災　  ３件 ３件
救　急　救　急　423423件
（川湯支署含む）（川湯支署含む）

11月６日までの出動件数
火　災　  ３件
救　急　423件
（川湯支署含む）

　寒さも一段と増し、ストーブ等の暖房機器の取り扱いが多く
なる季節を迎えます。弟子屈・川湯消防団では、町民一人ひとり
の防火に対する意識を高め、火災の発生を未然に防ぐことを目
的として、右記の期間、町内の歳末特別警戒を実施します。

冬本番！ストーブの周りは大丈夫ですか？
　火気の使用が増えるこれからの季節、弟子屈消防署管轄においても過去にストーブが原因の火災が発生しています。

～ストーブ火災を予防するポイント～
①ストーブで洗濯物を乾かすのはやめましょう。
  ②ストーブの周りに、燃えやすい物やスプレー缶を置くのはやめましょう。
③部屋を離れるとき、寝るときは必ずストーブの火を消しましょう。
④ストーブの給油は必ず火を消してから行い、給油後はキャップをしっかりと閉めましょう。

《歳末特別警戒日程》

　  ▼期間／12月25日㈬～12月30日㈪　

　  ▼時間／20時～22時　

　 ▼区域／町内全域

夜間納税窓口の開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／12月25日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所

た
す。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税４期　　 　 　      12月25日㈬
▶国民健康保険税７期    　　    12月25日㈬
▶後期高齢者医療保険料７期     12月25日㈬
▶介護保険料４期　　　　　     12月25日㈬

12月の税などの納期限

❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。
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